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序 文

福島県教育委員会は，大規模開発等から埋蔵文化財包蔵地を保護するため，開発事業

が行われる以前に詳細な分布調査を実施し，関係機関と保存協議を行い，埋蔵文化財の

保存に努めております。

平成25年度は，４市１町の区域内で計画された５事業について試掘調査と表面調査

を財団法人福島県文化振興財団に委託して実施しました。

浜通り地方では，相馬郡新地町において常磐自動車道建設事業に関連した１箇所の試

掘調査及び新地町福田地区土取場に関連した２箇所の試掘調査，相馬市において一般国

道115号相馬福島道路建設事業に関連した15箇所の試掘調査を実施しました。いわき市

では，主要地方道いわき上三坂小野線（仮称）小名浜道路建設事業に関連した11ha の表

面調査を実施しました。

中通り地方では，伊達市において一般国道115号相馬福島道路建設事業に関連した３

箇所の試掘調査を実施しました。

会津地方では，会津若松市において会津縦貫北道路建設事業に関連した３箇所の試掘

調査を実施しました。

試掘調査と表面調査の結果，存在が知られていた遺跡の範囲や内容が明らかになると

ともに，これまで知られていなかった遺跡を発見することもできました。

　本報告書は，これらとともに平成 25 年３月に実施した一般国道 115 号相馬福島道路

建設予定地内の表面調査の成果もあわせてまとめたものです。この報告書が，埋蔵文化

財の保護や地域の歴史を解明するための基礎資料となり，さらには生涯学習の資料とし

て広く県民の皆様に御活用いただければ幸いです。

最後に，この調査に御協力いただいた当該市町村教育委員会や公益財団法人福島県文

化振興財団をはじめ関係機関並びに関係各位に対し深く感謝の意を表します。

　平成26年11月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　　杉　　昭　重





緒 言

１．本書は，平成25年度に実施した常磐自動車道，一般国道115号相馬福島道路，地域高規格道路（会津

縦貫北道路）の各建設予定地内及び復興交付金事業（市街地復興効果促進）新地町福田地区土取場候補

地内に所在する遺跡及び遺跡推定地（試掘調査により遺跡の存否を確認する地点）の試掘調査，主要

地方道いわき上三坂小野線（仮称）小名浜道路の表面調査，及び平成25年３月に実施した一般国道115

号相馬福島道路の表面調査の報告書である。

２．この調査は，国庫補助を受け福島県教育委員会が実施した。

３．福島県教育委員会は，調査を財団法人福島県文化振興財団（平成26年４月１日より公益財団法人福島

　　　県文化振興財団に改称）に委託した。

４．公益財団法人福島県文化振興財団は，下記の職員を配置して調査を実施した。

文化財主査 丹治　篤嘉	

文化財主事　遠藤　司洋

５．本書は，公益財団法人福島県文化振興財団（遺跡調査部県内遺跡分布調査担当）の職員が執筆した。

　

６．調査にあたっては，地元地権者・地権者会・行政区長をはじめ下記の機関に多くの協力をいただいた。

新地町教育委員会　相馬市教育委員会　いわき市教育委員会　伊達市教育委員会　　

桑折町教育委員会　会津若松市教育委員会　

福島県土木部（いわき建設事務所）

福島県農林水産部（相双農林事務所）

国土交通省東北地方整備局（福島河川国道事務所・郡山国道事務所・磐城国道事務所）

東日本高速道路株式会社東北支社（相馬工事事務所）

７．事業名称が長いものについては，一部省略した表現を用いている。

８．本書に使用した遺跡の調査記録及び出土資料は，福島県教育委員会が保管している。



用 例

１．本書における用例は次のとおりである。

（1）	 遺跡及び遺跡推定地の位置図は，国土交通省国土地理院発行縮尺1/25,000の地形図（新地・丸森・

相馬中村・青葉・霊山・萩平・磐城泉・保原・月舘・会津広田）及び縮尺1/50,000の地形図（小名浜・

福島・保原）を，一般国道115号相馬福島道路位置図は，同じく縮尺1/200,000の地形図（福島）を複

製したものを使用している。

（2）	 トレンチ配置図は，各事業主体作製の縮尺1/1,000・1/2,000・1/2,500地形図を基とした。

２．本書第２章における遺跡・遺跡推定地及びトレンチ配置図の用例は次のとおりである。

（1）	 ：現状保存範囲

（2）	 ：未試掘範囲

（3）	 ：工事などの実施にあたっては慎
・

重工
・

事の措置をとる必要がある範囲

（4）	 ：遺跡推定地で遺構・遺物が確認されず，遺跡として取り扱わないと判断された範囲

（5）	 ：遺構・遺物が確認できたトレンチ

（6）	 ：遺構・遺物が確認できなかったトレンチ

（7）	 ：工事予定範囲

（8）	 ：表面調査による遺跡推定範囲

３．遺跡推定地の名称は便宜上アルファベットの「Ｂ」と算用数字を組合せて表記するが，試掘調査によっ

て遺跡であることが確定すれば所在地の字名や地名をとり，新たに遺跡名称を付している。

４．各遺跡の呼び方は，『日本地名大辞典７福島県』（角川書店）収録の「小字一覧」にならったが，通称が

定着しているときは，それに従った。

５．遺構図の用例は次のとおりである。

（1）	 平面図の縮尺は，基本的に各挿図版の右下（スケール右側）に記した。

（2）	 検出した遺構は，網点で表示した。

（3）	 土色の判定に際しては，『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会社）を用いた。

６．本書で使用した略号は，次のとおりである。

Ｔ：ト レ ン チ	 Ｌ：遺構外堆積土	 ℓ：遺構内堆積土	 ＳＩ：竪穴住居跡

ＳＫ：土 坑	 Ｓ D：溝 跡	 ＳＷ：製 鉄 炉 跡	 ＳＣ：木 炭 窯 跡

ＳＸ：竪穴状遺構	 　Ｐ：小 穴	 	

ＳＴ：新 地 町	 ＳＭ：相 馬 市	 ＩＷＫ：いわき市	 ＤＴ：伊 達 市

ＱＲ：桑 折 町	 ＡＷ：会津若松市	 	

	 	 	

保　存保　存

未試掘未試掘

慎　工慎　工

除　外除　外
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－ 1－

第１章 遺跡分布調査の概要

平成25年度は，４事業３市１町についての試掘調査，及び１事業１市の表面調査を財団法人福島県文化

振興財団に委託して実施した。

［常磐自動車道］

新地町における計画路線内の遺跡である鴻ノ巣遺跡50㎡を対象に試掘調査を実施した。

［一般国道115号相馬福島道路］

相馬市・伊達市における計画路線内の18箇所計94,600㎡の遺跡・遺跡推定地を対象に試掘調査を実施し

た。相馬市地内では，ＳＭ－Ｂ①・ＳＭ－Ｂ②・ＳＭ－Ｂ③・ＳＭ－Ｂ④・ＳＭ－Ｂ⑤・ＳＭ－Ｂ⑨・ＳＭ－

Ｂ⑩・ＳＭ－Ｂ⑪・ＳＭ－Ｂ⑬・ＳＭ－Ｂ⑭・ＳＭ－Ｂ⑮・ＳＭ－Ｂ⑯・ＳＭ－Ｂ⑰・ＳＭ－Ｂ⑲・ＳＭ－

Ｂ⑳の15箇所計80,850㎡の試掘調査を実施した。伊達市地内では，渋谷館跡・前柳館跡・ＤＴ－Ｂ14（川向

遺跡）の３箇所計13,750㎡の試掘調査を実施した。

なお，ＳＭ－Ｂ⑤・ＳＭ－Ｂ⑯・ＳＭ－Ｂ⑲・ＤＴ－Ｂ14（川向遺跡）については，試掘調査終了後に本

発掘調査を行っている。

［地域高規格道路（会津縦貫北道路）］

　会津若松市における計画路線内のＡＷ－Ｂ２（鶴沼Ｂ・Ｃ遺跡）・ＡＷ－Ｂ４・ＡＷ－Ｂ５（西坂才遺跡）

の３箇所計 13,800㎡を対象に試掘調査を実施した。なお，ＡＷ－Ｂ２（鶴沼Ｂ・Ｃ遺跡）・ＡＷ－Ｂ５（西

坂才遺跡）については，試掘調査終了後に本発掘調査を行っている。

［復興交付金事業（市街地復興効果促進）新地町福田地区土取場］

　新地町福田地区土取場候補地内における遺跡推定地であるＳＴ－ＦＤ．Ｂ１・ＳＴ－ＦＤ．Ｂ２の２箇所

計 18,000㎡を対象に試掘調査を実施した。

［表 面 調 査］

　平成 25 年度の表面調査は，いわき市の主要地方道いわき上三坂小野線（仮称）小名浜道路建設に伴う計

図１　県内遺跡分布調査位置図

画路線内８km，11ha について実施した。

周知の遺跡３箇所の範囲を確認し，13

箇所の遺跡推定地を新たに確認した。

　平成 25 年３月に実施した一般国道

115 号相馬福島道路の表面調査では，伊

達市霊山町下小国地区～桑折町松原地区

の 610ha を対象とし，合計 28 箇所の遺

跡・遺跡推定地を確認した。伊達市地内

では，周知の遺跡３箇所の範囲を拡張変

更し，新たに発見した１箇所の遺跡と

15 箇所の遺跡推定地を確認した。また，

４箇所の遺跡・遺跡推定地の範囲を再確
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認した。桑折町地内では，１箇所の周知の遺跡と４箇所の遺跡推定地を確認した。なお，平成 25 年１月に

財団法人福島県文化振興財団に委託して実施したＭＳＣ－ＫＺ．Ｂ１（天化沢Ａ遺跡）の試掘調査について

は，平成 25 年度に福島県教育委員会で実施した試掘調査結果と併せて別途報告することとした。

［註］：表中のトレンチ内の％は，今年度の試掘調査対象面積に対するトレンチ面積の割合を示す。

表１　常磐自動車道試掘調査遺跡一覧
名 称 所 在 地 立 地 調 査 期 間 ト レ ン チ 備 考

鴻ノ巣遺跡 新地町駒ヶ嶺字鴻ノ巣 丘陵 4/26 2 本 15％

表２　相馬福島道路試掘調査遺跡一覧
名 称 所 在 地 立 地 調 査 期 間 ト レ ン チ 備 考

ＳM－Ｂ① 相馬市山上字荒屋舗 氾濫原～沖積地 5/27～5/28 3 本 5.3％

ＳM－Ｂ② 　　　今田字山野 沖積地 5/28～6/4 3 本 5.5％

ＳM－Ｂ③ 　　　今田字久保前 沖積地 5/21 4 本 10.8％

ＳM－Ｂ④ 　　　今田字久保前・薮内 沖積地 5/23～5/27，
10/29～10/31 6 本 11.6％

ＳM－Ｂ⑤ 　　　今田字東羽黒平・湯在小路 沖積地～段丘面
5/14～5/24，
6/10～6/14，
9/11～9/12

25 本 5.4％ 「東羽黒平遺跡」に名称変更

ＳM－Ｂ⑨ 　　　山上字横川 丘陵西向き斜面 11/20～11/22 4 本 4.3％

ＳM－Ｂ⑩ 　　　山上字横川 段丘面 5/7～5/14，
11/18～11/19 5 本 8.1％

ＳM－Ｂ⑪ 　　　山上字並木 段丘面 5/7～5/10 2 本 6.1％

ＳM－Ｂ⑬ 　　　山上字間ノ次郎 丘陵西向き斜面 6/5～6/7 7 本 2.5％

ＳM－Ｂ⑭ 　　　山上字間ノ次郎 丘陵南向き緩斜面 4/15～4/25 28 本 6.3％

ＳM－Ｂ⑳ 　　　東玉野字姥ヶ岩 丘陵北向き緩斜面 7/17～8/1，
12/12 17 本 4.5％

ＳM－Ｂ⑮ 　　　東玉野字須場 丘陵 6/10～7/1 40 本 7.5％

ＳM－Ｂ⑯ 　　　東玉野字姥ヶ岩・須場 丘陵西向き緩斜面 7/1～7/17 22 本 3.6％ 「姥ヶ岩遺跡」に名称変更

ＳM－Ｂ⑰ 　　　東玉野字須場 丘陵～丘陵裾部 7/31～8/9 11 本 3.3％

ＳM－Ｂ⑲ 　　　東玉野字向山・町裏 丘陵～丘陵裾部 10/7～11/12 44 本 3.5％ 「向山遺跡」に名称変更

ＤＴ－Ｂ 14
（川向遺跡） 伊達市霊山町石田字川向・庚申向 段丘面～丘陵裾部 10/23～11/15 18 本 4.9％

渋 谷 館 跡 　　　月舘町御代田字渋谷 丘陵
8/26～9/2，
10/1～10/4，
12/16～12/20

16 本 2.6％

前 柳 館 跡 　　　月舘町御代田字狢作 丘陵 9/2～9/6 6 本 4.4％

表３　地域高規格道路（会津縦貫北道路）試掘調査遺跡一覧
名 称 所 在 地 立 地 調 査 期 間 ト レ ン チ 備 考

ＡＷ－Ｂ２
（鶴沼Ｂ・Ｃ遺跡）

会津若松市高野町中沼字鶴沼，
　　　　　　　　木流字橋本 沖積地 4/16～4/24 24 本 13.3％

ＡＷ－Ｂ４ 　　　　　　　　中沼字沼木 沖積地 4/11～4/16 31 本 8.3％

ＡＷ－Ｂ５
（西坂才遺跡） 　　　　　　　　中沼字西坂才 沖積地 5/14～5/17 7 本 4.5％

表４　復興交付金事業（市街地復興効果促進）新地町福田地区土取場試掘調査遺跡一覧
名 称 所 在 地 立 地 調 査 期 間 ト レ ン チ 備 考

ST－ FD. Ｂ１ 新地野福田字北原 丘陵 11/25～12/12 23 本 1.5％ 「北原製鉄遺跡」に含める

ST－ FD. Ｂ２ 　　　福田字小鯨・鉄炮町 丘陵 12/3～12/13 28 本 2.5％ 「小鯨遺跡」に名称変更
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表５　新地町所在遺跡試掘調査成果一覧

№ 遺 跡 名 遺跡工区内
面 積

平成 25 年度調査
未試掘面積

平成 25 年度検出遺構・出土遺物

調査対象面積 保 存 面 積 検 出 遺 構 出 土 遺 物
1 鴻 ノ 巣 4,050㎡ 50㎡ 0㎡ 0㎡

新地町　計 4,050㎡ 50㎡ 0㎡ 0㎡

図２　新地町の遺跡図２　新地町の遺跡

１．鴻ノ巣遺跡

新地町

赤柴前遺跡

赤柴遺跡

駒ヶ嶺山神遺跡

白子下Ｃ遺跡

0 1,000ｍ
（1/25,000）

平成25年度試掘調査

第２章　試 掘 調 査

第１節　常磐自動車道建設予定地

常磐自動車道は，埼玉県三郷市の三郷インターチェンジ（以下，ＩＣと略す）を起点として，千葉県，茨城県，

福島県を通り，宮城県亘理郡亘理町の亘理ＩＣを終点とする高速道路である。現在，東日本高速道路株式会

社東北支社が事業を進めており，三郷ＩＣから常磐富岡ＩＣ，南相馬ＩＣから相馬ＩＣ，山元ＩＣから亘理

ＩＣ間は供用している。福島県内における試掘調査は浜通り地方南端のいわき市から開始され，平成 24 年

度までに相馬市までの試掘調査が終了している。

　平成 25 年度は，工区が一部変更されたため新地町の遺跡１箇所の試掘調査を実施した。

１．鴻
こう

ノ
の

巣
す

遺跡（第２次調査）

所 在 地　新地町駒ヶ嶺字鴻ノ巣

調査対象面積　50㎡	 トレンチ数　２本	 保 存 面 積　0㎡

調 査 期 間　平成25年４月26日	 検 出 遺 構　なし　　出 土 遺 物　なし

［概 要］　鴻ノ巣遺跡は，平成10年度の表面調査において，縄文土器と石器が採取されたことにより

登録された遺跡である（『福島県内遺跡分布調査報告５』）。立田川北岸の段丘縁辺に位置し，東西に延びる小

高い丘陵地に立地している。北に赤柴前遺跡，南側の立田川を挟んだ20ｍ程の下位段丘面には駒ヶ嶺山神
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図３　鴻ノ巣遺跡トレンチ配置図

図４　一般国道115号相馬福島道路位置図

第 2章　試 掘 調 査

遺跡が隣接する。平成19年度に試掘調査（『福島県内

遺跡分布調査報告14』），平成21年度に本発掘調査が

実施された（『常磐自動車道遺跡調査報告66』）。

その後，常磐自動車道の建設工事が進められた際，

平成21年度に発掘調査を行った南側の法面から奈良・

平安時代の木炭窯跡が発見され，追加で調査された。

今回の試掘調査は，工事計画の変更により新たに工区

となった箇所が，この木炭窯跡が発見されたすぐ東側

の隣接地であることから，50㎡の範囲を対象に，トレ

ンチ２本を設定して行った。

［ま と め］　試掘調査の結果，各トレンチから遺

構・遺物は確認されなかった。このことから，今回の

工区内調査範囲については，保存の必要はないが，工

事などの実施にあたっては慎重に行う必要がある。

第２節　一般国道115号相馬福島道路建設予定地

　一般国道 115 号相馬福島道路は，常磐自動車道と東北自動車道を結ぶ約 45㎞の高規格幹線道路（自動車

専用道路）として計画され，東日本大震災からの早期復興を図る復興支援道路として緊急に整備されること

となった。現在，相馬ＩＣ～相馬西ＩＣ（仮称）間（相馬西道路）及び相馬西ＩＣ（仮称）～阿武隈東ＩＣ

（仮称）間（阿武隈東道路）の２区間を国土交通省東北地方整備局磐城国道事務所が，阿武隈東ＩＣ（仮称）

80
75
70
65

60

55

80

75

80
75
70
65

60

55

80

75

17T
木炭窯跡

18T

鴻ノ巣遺跡

赤柴前遺跡

慎 工

平成21年度
発掘調査

17T
木炭窯跡

18T

鴻ノ巣遺跡

赤柴前遺跡

慎 工

平成21年度
発掘調査

図３　鴻ノ巣遺跡トレンチ配置図

0 50ｍ
（1/2,000）

常
磐
自
動
車
道

東北
中
央
自
動
車
道

0 10km
（1/300,000）

― 復興支援道路 ―　一 般 国 道 1 1 5 号 相 馬 福 島 道 路

霊山～福島 霊山道路 阿武隈東
～阿武隈

阿武隈東道路 相馬西
道路

相馬IC

（仮）相馬西IC（仮）阿武隈東IC

（仮）阿武隈IC

（仮）霊山IC

（仮）福島北JCT

（仮）国道
４号IC （仮）福島保原線IC

（仮）
福島JCT

福島西IC

福島
飯坂IC

国見IC

新地IC

（仮）
大笹生
   IC 伊 達 市福 島 市

相 馬 市

宮 城 県福 島 県

飯 舘 村

新 地 町

南 相 馬 市

桑 折 町

図４　一般国道115号相馬福島道路位置図

東
北
自
動
車
道



－ 5－－ 5－

図５　相馬市の遺跡（１）

第２節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

横川遺跡

図５　相馬市の遺跡（１）
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図６　相馬市の遺跡（２）

表６　相馬市・伊達市所在遺跡試掘調査成果一覧

№ 遺 跡 名 遺跡工区内
面 積

平成 25 年度調査
未試掘面積

平成 25 年度検出遺構・出土遺物

調査対象面積 保 存 面 積 検 出 遺 構 出 土 遺 物

1 ＳＭ－Ｂ① 7,600㎡ 850㎡ 0㎡ 6,750㎡ 土師器
2 ＳＭ－Ｂ② 5,900㎡ 1,100㎡ 0㎡ 4,800㎡ 土師器
3 ＳＭ－Ｂ③ 600㎡ 600㎡ 0㎡ 0㎡ 土師器
4 ＳＭ－Ｂ④ 1,400㎡ 1,400㎡ 0㎡ 0㎡ 土師器，石器

5 ＳＭ－Ｂ⑤ 13,900㎡ 9,900㎡ 4,800㎡ 4,000㎡ 土坑，小穴，遺物包含層 縄文土器，石器，土師器，
須恵器，陶器

6 ＳＭ－Ｂ⑨ 4,200㎡ 1,000㎡ 0㎡ 3,200㎡
7 ＳＭ－Ｂ⑩ 900㎡ 900㎡ 0㎡ 0㎡ 縄文土器，石器
8 ＳＭ－Ｂ⑪ 500㎡ 500㎡ 0㎡ 0㎡
9 ＳＭ－Ｂ⑬ 1,600㎡ 1,600㎡ 0㎡ 0㎡
10 ＳＭ－Ｂ⑭ 7,500㎡ 7,500㎡ 0㎡ 0㎡ 縄文土器
11 ＳＭ－Ｂ⑳ 17,700㎡ 7,300㎡ 0㎡ 0㎡
12 ＳＭ－Ｂ⑮ 10,100㎡ 10,100㎡ 0㎡ 0㎡ 土坑
13 ＳＭ－Ｂ⑯ 11,100㎡ 11,100㎡ 1,000㎡ 0㎡ 木炭窯跡 石器
14 ＳＭ－Ｂ⑰ 6,500㎡ 6,500㎡ 0㎡ 0㎡ 縄文土器
15 ＳＭ－Ｂ⑲ 25,000㎡ 20,500㎡ 5,300㎡ 4,500㎡ 土坑 縄文土器

1 ＤＴ－Ｂ 14
（川向） 9,200㎡ 6,750㎡ 1,900㎡ 1,600㎡ 遺物包含層 縄文土器

2 渋谷館跡 5,200㎡ 5,200㎡ 0㎡ 0㎡
3 前柳館跡 2,100㎡ 1,800㎡ 0㎡ 300㎡
相馬市・伊達市　計 131,000㎡ 94,600㎡ 13,000㎡ 25,150㎡

～阿武隈ＩＣ（仮称）間，阿武隈ＩＣ（仮称）～霊山ＩＣ（仮称）間（霊山道路）及び霊山ＩＣ（仮称）～

福島北ジャンクション（仮称。※以下，ジャンクションは JＣＴと略す）間の３区間を国土交通省東北地方

整備局福島河川国道事務所が事業を進めている。

　阿武隈東道路は，平成 14 年度より表面調査を，平成 18 年度より試掘調査をそれぞれ開始し，平成 21 年

度には本発掘調査まで終了した。他区間の表面調査は，平成 18・21 年度に霊山道路，平成 23年度に相馬西

図６　相馬市の遺跡（２）
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（1/25,000）
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図７　伊達市の遺跡

第２節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

道路，平成 24 年度に阿武隈東ＩＣ～阿武隈ＩＣ間をそれぞれ実施した（『福島県内遺跡分布調査報告 14・

17・19・20』）。また，平成 25 年３月には霊山ＩＣ～福島北ＪＣＴ間の表面調査を実施した（詳細第３章）。

このうち，阿武隈東ＩＣ～阿武隈ＩＣ間及び霊山道路の試掘調査は，平成 24 年度より開始し，霊山道路の

３箇所の遺跡及び１箇所の遺跡推定地について終了した（『福島県内遺跡分布調査報告 20』）。

　平成 25 年度の試掘調査は，相馬西道路の 10 箇所，阿武隈東ＩＣ～阿武隈ＩＣ間の６箇所，霊山道路の２

箇所の計 18 箇所の遺跡及び遺跡推定地で実施した。
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図８　ＳＭ－Ｂ①トレンチ配置図

（１）相馬市の遺跡

１．ＳＭ－Ｂ①

所 在 地　相馬市山上字荒屋舗	 調 査 期 間　平成25年５月27日～28日

調査対象面積　850㎡	 トレンチ数　３本	 検 出 遺 構　なし

保 存 面 積　0㎡	 	 出 土 遺 物　土師器

［概 要］　ＳＭ－Ｂ①は，平成23年度の表面調査において，土師器の破片が採取されたことから新た

に追加された遺跡推定地である（『福島県内遺跡分布調査報告19』）。宇多川右岸の氾濫原～沖積地に立地し，

現況は畑・荒地である。平成25年度の試掘調査は，工区内850㎡を対象に，トレンチ３本を設定して行った。

［ま と め］　試掘調査の結果，各トレンチの表土下は，河川の氾濫などによって形成された砂礫層が厚く

堆積しており，遺構は確認されなかった。遺物は，１Ｔから土師器片１点が出土したが，河川の氾濫などに

よって流れ込んできたものと思われる。

このことから，今回の工区内調査範囲については，遺跡として扱わない。
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図10　ＳＭ－Ｂ③トレンチ配置図

図９　ＳＭ－Ｂ②トレンチ配置図

第２節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

２．ＳＭ－Ｂ②

所 在 地　相馬市今田字山野

調 査 期 間　平成25年５月28日～６月４日

調査対象面積　1,100㎡	 トレンチ数　３本

保 存 面 積　0㎡

検 出 遺 構　なし

出 土 遺 物　土師器

［概 要］　ＳＭ－Ｂ②は，土師器・須恵器が

採取されたことから，平成23年度に新たに追加

された遺跡推定地である（『福島県内遺跡分布調査

報告19』）。宇多川右岸の沖積地に立地するが，

調査区中央部～南部は自然堤防状の微高地となっ

ている。現況は畑・荒地・宅地である。

［ま と め］　試掘調査の結果，各トレンチは表

土直下が氾濫原の砂層・礫層であり，遺構は確認

されなかった。遺物は，３Ｔから土師器片１点が

出土したが，盛土中からの出土である。よって，

今回の工区内調査範囲は，遺跡として扱わない。

３．ＳＭ－Ｂ③

所 在 地　相馬市今田字久保前

調 査 期 間　平成25年５月21日

調査対象面積　600㎡	 トレンチ数　４本

保 存 面 積　0㎡

検 出 遺 構　なし

出 土 遺 物　土師器

［概 要］　ＳＭ－Ｂ③は，周知の遺跡である

台畑遺跡の南側に隣接する沖積地に立地し，平成

23年度の表面調査で土師器が採取されたことか

ら，新たに追加された遺跡推定地である（『福島県

内遺跡分布調査報告19』）。現況は水田である。

［ま と め］　試掘調査の結果，各トレンチから

遺構は確認されなかった。遺物は，２Ｔから土師

器片３点が出土したが，水田造成時の盛土中から

の出土で，他所からの混入と思われる。よって，

今回の工区内調査範囲は，遺跡として扱わない。
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図11　ＳＭ－Ｂ④トレンチ配置図

１　８号トレンチ土坑検出状況（東から）

４．ＳＭ－Ｂ④

所 在 地　相馬市今田字久保前・薮内

調査対象面積　1,400㎡	 トレンチ数　６本

保 存 面 積　0㎡

調 査 期 間　平成25年５月23日～27日

　　　　　　平成25年10月29日～31日

検 出 遺 構　なし

出 土 遺 物　土師器，石器

［概 要］　ＳＭ－Ｂ④は，周知の遺跡である

台畑遺跡の南側に隣接する沖積地に立地すること

から，新たに追加された遺跡推定地である（『福島

県内遺跡分布調査報告19』）。現況は水田である。

［ま と め］　試掘調査の結果，各トレンチか

ら遺構は確認できなかった。遺物は，１Ｔから土

師器片４点と石器１点，２Ｔから土師器片２点が

出土した。１Ｔの土師器片は盛土中からの出土だ

が，他の遺物は旧表土中からの出土のため，トレ

ンチを拡張して調査を行った。しかし，これ以外

の遺物は確認されなかった。よって，今回の工区

内調査範囲については，遺跡として扱わない。

	５．ＳＭ－Ｂ⑤［東
ひがし

羽
は

黒
ぐろ

平
だいら

遺跡］

所 在 地　相馬市今田字東羽黒平・湯在小路

調査対象面積　9,900㎡	 トレンチ数　25本

保 存 面 積　4,800㎡

調 査 期 間　平成25年５月14日～24日

　　　　　　平成25年６月10日～14日

　　　　　　平成25年９月11日～12日

検 出 遺 構　土坑，小穴，遺物包含層

出 土 遺 物　縄文土器，石器，土師器，須恵器，陶器

［概 要］　ＳＭ－Ｂ⑤は，平成23年度の表面調査において，縄文土器の破片が採取されたことから新

たに追加された遺跡推定地である（『福島県内遺跡分布調査報告19』）。工区内面積は13,900㎡である。宇多川

右岸の沖積地～河岸段丘面に立地し，現況は水田・畑・山林・宅地である。平成25年度の試掘調査は，工

区内の9,900㎡を対象に，トレンチ25本を設定して行った。

［遺構・遺物］　遺構は，調査区東部（１～13Ｔ）の８Ｔで土坑１基，12Ｔで小穴３基を確認した。遺構の検

出面は，基盤層としたにぶい黄褐色土層（Ⅳ層）上面である。また，１～４・６・９・10Ｔで縄文時代後期
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図12　ＳＭ－Ｂ⑤トレンチ配置図・検出遺構・土層柱状図

第２節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

の遺物包含層を確認した。遺物包含層は，Ⅱ層とした黒褐色土層で，20cm前後の厚さで堆積している。調

査区東部では，遺物は全てのトレンチから出土し，特に遺物包含層を確認したトレンチからは多量出土した。

出土した縄文土器は，後期前葉頃の深鉢が大半で，石器は磨製石斧・打製石斧・石鏃などが認められた。

調査区北部の水田部（14～22Ｔ）では，遺構は確認されなかったが，14～16・18～21Ｔから遺物が各１・

２点出土した。しかし，いずれも磨滅が著しい小片で，河川の氾濫などによって流れ込んできたものと思わ

れる。調査区南部（25Ｔ）では，遺構・遺物は確認されなかったが，調査区東部から続く段丘面の地形が遺
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図12　ＳＭ－Ｂ⑤トレンチ配置図・検出遺構・土層柱状図
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図13　ＳＭ－Ｂ⑨トレンチ配置図

存していることを確認した。一方，調査区西部（23・24Ｔ）では，1.5～２ｍと厚く堆積する盛土層の直下が

砂礫層で，旧地形は沢状にくぼんでいることを確認した。

［ま と め］　試掘調査の結果，調査区内において遺構・遺物を確認した調査区東部（１～13Ｔ）の2,100㎡

については，保存の必要がある。また，この保存箇所と地形が連続する調査区南部（25Ｔ）の2,200㎡と未試

掘①の500㎡についても，遺構・遺物が埋没している可能性が高いため，保存範囲とした。以上のことから，

ＳＭ－Ｂ⑤の保存面積は，合計4,800㎡である。本遺跡推定地は東羽黒平遺跡として登録する。これ以外は

保存対象外とするが，工事などの実施にあたっては慎重に行う必要がある。

　なお，確定した保存面積 4,800㎡のうち，3,500㎡を対象として平成 25 年度に本発掘調査を実施した。調

査区西部の未試掘②（3,500㎡）は，試掘調査の必要がある。

表７　ＳＭ－Ｂ⑤トレンチ一覧

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

11 Ｔ 縄文土器
12 Ｔ 小穴 20㎝ × 縄文土器，石器
13 Ｔ 縄文土器
14 Ｔ 縄文土器
15 Ｔ 縄文土器
16 Ｔ 縄文土器，土師器
18 Ｔ 縄文土器
19 Ｔ 縄文土器 , 須恵器 , 陶器
20 Ｔ 縄文土器 , 土師器 , 須恵器
21 Ｔ 土師器，陶器

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

１Ｔ 遺物包含層（縄文） 40㎝ ○ 縄文土器，石器
２Ｔ 遺物包含層（縄文） 30㎝ ○ 縄文土器，石器
３Ｔ 遺物包含層（縄文） 30㎝ ○ 縄文土器，石器
４Ｔ 遺物包含層（縄文） 20㎝ × 縄文土器，石器
５Ｔ 縄文土器，石器
６Ｔ 遺物包含層（縄文） 35㎝ ○ 縄文土器，石器
７Ｔ 縄文土器
８Ｔ 土坑 30㎝ ○ 縄文土器
９Ｔ 遺物包含層（縄文） 20㎝ × 縄文土器
10 Ｔ 遺物包含層（縄文） 25㎝ × 縄文土器

６．ＳＭ－Ｂ⑨

所 在 地　相馬市山上字横川

調査対象面積　1,000㎡	

トレンチ数　４本

保 存 面 積　0㎡

調 査 期 間　平成25年11月20～22日

検 出 遺 構　なし

出 土 遺 物　なし

［概 要］　ＳＭ－Ｂ⑨は，平

成23年度に実施した表面調査の際

に，縄文土器の破片が採取されたこ

とから新たに追加された遺跡推定地

である（『福島県内遺跡分布調査報告

19』）。丘陵の西向き斜面に立地し，現況は畑・荒地である。平成25年度の試掘調査は，工区内の1,000㎡を

対象に，トレンチ４本を設定して行った。

［ま と め］　試掘調査の結果，各トレンチは現表土直下が基盤層で，旧表土の形成もなく，遺構・遺物は

確認されなかった。このことから，今回の工区内調査範囲については，遺跡として扱わない。なお，本遺跡

推定地の未試掘範囲は，3,200㎡である。
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図14　ＳＭ－Ｂ⑩・Ｂ⑪トレンチ配置図

第２節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

７．ＳＭ－Ｂ⑩

所 在 地　相馬市山上字横川

調査対象面積　900㎡	 トレンチ数　５本

保 存 面 積　0㎡

調 査 期 間　平成25年５月７日～14日

　　　　　　平成25年11月18日～19日

検 出 遺 構　なし

出 土 遺 物　縄文土器，石器

［概 要］　ＳＭ－Ｂ⑩は，周知の遺跡である横

川遺跡の南側に隣接する河岸段丘に位置することか

ら，新たに追加された遺跡推定地である（『福島県内

遺跡分布調査報告19』）。現況は水田・宅地である。

［ま と め］　試掘調査の結果，２Ｔでは，旧表土

とした黒褐色土層（Ⅱ層）中から縄文時代中期前半の

土器片と石器が出土した。このため，トレンチを拡

張して調査を行ったが，遺構は確認されなかった。

今回の調査で，工事の掘削が及ぶ範囲における，Ⅱ

層の掘り下げは終了した。また，２Ｔ以外のトレン

チからは，遺構・遺物は確認されなかった。

　このことから，今回の工区内調査範囲については，

遺跡として扱わない。

８．ＳＭ－Ｂ⑪

所 在 地　相馬市山上字並木

調査対象面積　500㎡	 トレンチ数　２本

保 存 面 積　0㎡

調 査 期 間　平成25年５月７日～10日

検 出 遺 構　なし

出 土 遺 物　なし

［概 要］　ＳＭ－Ｂ⑪は，平成23年度に実施

した表面調査の際に，新たに追加された遺跡推定地

である（『福島県内遺跡分布調査報告19』）。宇多川

左岸の河岸段丘面に立地し，現況は水田である。

［ま と め］　試掘調査の結果，各トレンチから遺

構・遺物は確認されなかった。よって，今回の工区

内調査範囲については，遺跡として扱わない。
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図15　ＳＭ－Ｂ⑬トレンチ配置図

図16　ＳＭ－Ｂ⑭トレンチ配置図

９．ＳＭ－Ｂ⑬

所 在 地　相馬市山上字間ノ次郎

調査対象面積　1,600㎡	 トレンチ数　７本

保 存 面 積　0㎡

調 査 期 間　平成25年６月５日～７日

検 出 遺 構　なし

出 土 遺 物　なし

［概 要］　ＳＭ－Ｂ⑬は，平成23年度に実

施した表面調査の際に，新たに追加された遺跡推

定地である（『福島県内遺跡分布調査報告19』）。

丘陵西向き斜面に立地し，現況は山林である。

［ま と め］　試掘調査の結果，各トレンチから遺構・遺物は確認されなかった。このことから，今回の工

区内調査範囲については，遺跡として扱わない。

10．ＳＭ－Ｂ⑭

所 在 地　相馬市山上字間ノ次郎	 調 査 期 間　平成25年４月15日～25日

調査対象面積　7,500㎡	 トレンチ数　28本	 検 出 遺 構　なし

保 存 面 積　0㎡	 	 出 土 遺 物　縄文土器

［概 要］　ＳＭ－Ｂ⑭は，縄文土器片が採取されたことから，平成23年度に新たに追加された遺跡推

定地である（『福島県内遺跡分布調査報告19』）。丘陵南向き緩斜面に立地し，現況は山林である。

［ま と め］　試掘調査の結果，各トレンチから遺構は確認されなかった。遺物は，９・24・28Ｔから縄

文土器片が各１・２点出土したが，いずれも表土中からの出土で，他所からの混入と思われる。また，１～

３・５～９Ｔでは旧表土が遺存していたが，層中から遺物の出土は認められなかった。このことから，今回

の工区内調査範囲については，遺跡として扱わない。
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２　３号トレンチ土坑全景（南から）

３　31号トレンチ土坑全景（北東から）

11．ＳＭ－Ｂ⑳（第２次調査）

所 在 地　相馬市東玉野字姥ヶ岩

調査対象面積　7,300㎡　　		トレンチ数　17本

保 存 面 積　0㎡

調 査 期 間　平成25年７月17日～８月１日

　　　　　　平成25年12月12日

検 出 遺 構　なし

出 土 遺 物　なし

表８　ＳＭ－Ｂ⑮トレンチ一覧

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

31Ｔ 土坑（縄文） 50㎝ ○

第２節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

［概 要］　ＳＭ－Ｂ⑳は，平成15年度に実施した表面調査において，ＳＭ－Ｂ③として新たに追加さ

れた遺跡推定地である（『福島県内遺跡分布調査報告９』）。その後，平成24年度にＳＭ－Ｂ⑳と改称された

（『福島県内遺跡分布調査報告20』）。丘陵北向き緩斜面に立地し，現況は畑・荒地・山林である。

平成20年度の第１次試掘調査では，工区内の10,400㎡を対象にトレンチ12本を設定して行ったが，３Ｔ

の土坑１基以外は，遺構・遺物は確認されなかった。このため，土坑が確認された周辺の20㎡を保存範囲

とし，３Ｔ南側に残る未試掘部分の調査成果を踏まえた上で，再度保存範囲の確定を行うとした（『福島県内

遺跡分布調査報告15』）。平成25年度の調査は，３Ｔ南側の未試掘部分を含む工区内7,300㎡を対象とした。

［ま と め］	 試掘調査の結果，各トレンチから遺構・遺物は確認されなかった。このことから，今回の工

区内調査範囲については，遺跡として扱わない。なお，第１次試掘調査で保存範囲とした20㎡については，

３Ｔの南側の調査区に設定した13～19Ｔから遺構・遺物が確認されなかったため，検出された土坑のみを

調査した。土坑は，周辺の土地造成により上部は削平されているが，平面形は幅60cm前後，長さ約200cm

の長方形で，底面から小穴が２基確認された。これらの規模や形状から縄文時代の落し穴と考えられる。

以上のことから，工区内調査範囲におけるＳＭ－Ｂ⑳の調査はすべて終了した。

12．ＳＭ－Ｂ⑮

所 在 地　相馬市東玉野字須場

調査対象面積　10,100㎡	 トレンチ数　40本

保 存 面 積　0㎡

調 査 期 間　平成25年６月10日～７月１日

検 出 遺 構　土坑

出 土 遺 物　なし

［概 要］　ＳＭ－Ｂ⑮は，平成24年度に

実施した表面調査において，新たに追加された

遺跡推定地である（『福島県内遺跡分布調査報告

20』）。丘陵部に立地し，調査区の地形は丘陵尾根

及び丘陵北～北西斜面である。現況は山林であ

る。平成25年度の試掘調査は，工区内の10,100㎡を対象に，トレンチ40本を設定して行った。

［遺構・遺物］　遺構は，31Ｔから土坑を１基確認した。しかし，これ以外のトレンチからは，遺構・遺物
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図17　ＳＭ－Ｂ⑳トレンチ配置図・検出遺構，ＳＭ－Ｂ⑮トレンチ配置図
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図18　ＳＭ－Ｂ⑮検出遺構

４　15号トレンチ木炭窯跡検出状況（西から）

表９　ＳＭ－Ｂ⑯トレンチ一覧

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

15Ｔ 木炭窯跡 15㎝ ×

22Ｔ 石器

第２節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

は確認されなかった。このため，31Ｔで

検出された土坑の調査を行った。

遺構の検出面は，基盤層とした黄褐色

土層（Ⅲ層）上面である。規模は，長軸約

270cm，短軸約150cm，検出面からの深さ

は120～180cm である。平面形は楕円形

で，底面には径約10cm，深さ約25cm の

小穴が２基確認された。

これらの規模や形状から，31Ｔの土坑

は，縄文時代の落し穴と考えられる。

［ま と め］　試掘調査の結果，確認され

た遺構・遺物は31Ｔの土坑１基のみであ

ることから，今回の調査で掘り込み・記録

作成を行った。このことから，工区内調査

範囲で保存を必要とする範囲はなく，Ｓ

Ｍ－Ｂ⑮の調査はすべて終了した。

13．ＳＭ－Ｂ⑯［姥
うば

ヶ
が

岩
いわ

遺跡］

所 在 地　相馬市東玉野字姥ヶ岩・須場

調査対象面積　11,100㎡	 トレンチ数　22本

保 存 面 積　1,000㎡

調 査 期 間　平成25年７月１日～７月17日

検 出 遺 構　木炭窯跡

出 土 遺 物　石器

［概 要］　ＳＭ－Ｂ⑯は，平成15年度に実

施した表面調査において，ＳＭ－Ｂ④として新た

に追加された遺跡推定地である（『福島県内遺跡分

布調査報告９』）。その後，平成24年度にＳＭ－

Ｂ⑯と改称された（『福島県内遺跡分布調査報告

20』）。丘陵西向き緩斜面に立地し，現況は山林である。平成25年度の試掘調査は，工区内の11,100㎡を対

象にトレンチ22本を設定して行った。

［遺構・遺物］　遺構は，15Ｔから木炭窯跡１基を確認した。遺構の検出面は，基盤層とした黄褐色土層（Ⅱ層）

上面である。木炭窯跡は，完全に埋没しているため，地表面からは観察できない。しかし，15Ｔより東側

の斜面上位の地表面には，炭化物が散乱するため，15Ｔの周囲にも他の木炭窯跡が埋没している可能性が

ある。遺物は，22Ｔから石器が１点出土したが，表土中からの出土で，他所からの混入と考えられる。なお，

これ以外のトレンチでは，遺構・遺物は確認されなかった。

［ま と め］　試掘調査の結果，木炭窯跡を確認した15Ｔ周辺の1,000㎡については保存の必要がある。こ

2

7

6

8

5

3

4

1

Ａ Ａ’

B
B’

Ａ Ａ’

B

B’

ＳK

3

ＬⅢ
ＬⅢ

ＬⅡ
ＬⅠ

ＬⅢ

ＬⅢ

ＬⅡ
ＬⅠ

ＬⅢ

31号トレンチ

35㎝

50㎝40㎝

50㎝ 25㎝

　31号トレンチ土坑堆積土
ℓ１　暗褐色土　10ＹＲ3/3
ℓ２　暗褐色土　10ＹＲ3/4（ＬⅢ塊含む）
ℓ３　褐色土　10ＹＲ4/4（暗褐色土塊少量含む）
ℓ４　褐色土　10ＹＲ4/6（暗褐色土塊少量含む）
ℓ５　黄褐色土　10ＹＲ5/6
ℓ６　にぶい黄褐色土　10ＹＲ5/4
ℓ７　褐色土　10ＹＲ4/4（暗褐色土塊少量含む）
ℓ８　褐色土　10ＹＲ4/4

　基本土層
ＬⅠ　黒褐色土　10ＹＲ3/2（表土）
ＬⅡ　褐色土　10ＹＲ4/6
ＬⅢ　黄褐色土　10ＹＲ5/8

0 2ｍ
（1/80）
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図19　ＳＭ－Ｂ⑯トレンチ配置図・土層柱状図

れ以外は保存対象外とするが，工事などの実施にあたっては慎重に行う必要がある。本遺跡推定地は，姥ヶ

岩遺跡として登録する。なお，確定した保存面積1,000㎡は，すべて平成25年度に本発掘調査を実施した。

14．ＳＭ－Ｂ⑰

所 在 地　相馬市東玉野字須場	 調 査 期 間　平成25年７月31日～８月９日

調査対象面積　6,500㎡	 トレンチ数　11本	 検 出 遺 構　なし

保 存 面 積　0㎡	 	 出 土 遺 物　縄文土器

［概 要］　ＳＭ－Ｂ⑰は，平成24年度の表面調査において，土師器の破片が採取されたことから新た

に追加された遺跡推定地である（『福島県内遺跡分布調査報告20』）。丘陵～丘陵裾部に立地し，調査区中央

部は丘陵を南北に分断する谷地形となっている。現況は山林である。平成25年度の試掘調査は，工区内の

6,500㎡を対象に，トレンチ11本を設定して行った。

［ま と め］　試掘調査の結果，各トレンチから遺構は確認されなかった。遺物は，２Ｔから縄文土器片が
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ＬⅡ

ＬⅠ

15Ｔ
0

1
（m）

　基本土層
ＬⅠ　黒褐色土　10ＹＲ3/1
　　　（表土）
ＬⅡ　黄褐色土　10ＹＲ5/6
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図20　ＳＭ－Ｂ⑰トレンチ配置図

５　調査区東部全景（南から）

表10　ＳＭ－Ｂ⑲トレンチ一覧

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

４Ｔ 土坑 70㎝ ○

５Ｔ 土坑（縄文） 70㎝ ○ 縄文土器

８Ｔ 土坑 60㎝ ×

10Ｔ 土坑 80㎝ ×

第２節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

１点出土したが，表土中からの出土で，他所からの混入と考えられる。このことから，今回の工区内調査範

囲については，遺跡として扱わない。

15．ＳＭ－Ｂ⑲［向
むかいやま

山遺跡］

所 在 地　相馬市東玉野字向山・町裏

調査対象面積　20,500㎡	 トレンチ数　44本

保 存 面 積　5,300㎡

調 査 期 間　平成25年10月７日～11月12日

検 出 遺 構　土坑

出 土 遺 物　縄文土器

［概 要］　ＳＭ－Ｂ⑲は，平成24年度の表

面調査において，鉄滓が採取されたことから新た

に追加された遺跡推定地である（『福島県内遺跡分

布調査報告20』）。丘陵～丘陵裾部に立地し，現

況は山林・畑である。平成25年度の試掘調査は，

工区内の20,500㎡を対象に，トレンチ44本を設

定して行った。

［遺構・遺物］　１～10Ｔを設定した調査区東部は，畑の造成による開削を受けているが，４・５・８・10

Ｔから土坑を各１基ずつ確認した。各遺構の検出面は，基盤層とした黄褐色土層（Ⅲ層）上面である。この

うち，一部掘り込みを行った５Ｔの土坑は，規模や形状から縄文時代の落し穴と考えられる。また，８・10

Ｔの土坑も平面形から縄文時代の落し穴の可能性がある。遺物は，５Ｔの土坑から縄文土器片１点が出土し

たが，細片のため詳細な時期は不明である。一方，調査区中央部～西部の丘陵部（11～44Ｔ）は，製鉄関連

遺跡の存在が推測されたが，遺構・遺物は確認されなかった。

［ま と め］　試掘調査の結果，開削著しい２Ｔを除いた調査区東部の2,400㎡については，保存の必要が

ある。また，この保存箇所と地形が連続する調査区東端部の未試掘①（2,900㎡）も，遺構・遺物が埋没して
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図21　ＳＭ－Ｂ⑲トレンチ配置図

第 2章　試 掘 調 査

w

w

487.8

487.8

487.9
488.4

487.6

488.3

488.6

488.2

531.6

52
5.3

523.7

514.4

517.3

521.5

517.4

518.5

522.6

528.4

526.3
525.8

527.5

510.6

521.6

527.7

51
9.3

521.6

52
5.5

525.6

525.6

525.5

524.5

522.4

527.4

529.3

528.3

519.6

522.5

513.5

516.5

508.6

500.7

501.7

505.4

492.9

492.8

492.9

492.1

493.3

491.2

491.8

491.6492.1

495.4

494.4

501.1

503.2 504.4500.5

507.7

503.4

508.5

513.7

505.5

503.5

505.8

512.5

517.5

524.5

517.4

517.5

511.7

507.4

511.6

500.3

508.5 517.6

518.4

496.4

499.4

496.4

491.4

497.2

499.5

498.4

491.5

489.3
493.6

491.1

491.6

489.3

491.3

492.6

492.2

488.8

494.3

489.7

488.6

488.2

488.3

495.4

507.4

494.1

497.5

498.4

496.6

499.7

491.3

507.5

498.3

528.2

508.4

504.5

505.6

501.6

502.7

505.7

521.0

510.6

506.6

509.5

498.4

498.9

498.6

498.7

512.8

500

505

510

515

520

525

500

505

510

515

520

525

530

535

540

505

500
495

510

515

520

525

487.8

487.8

487.9
488.4

487.6

488.3

488.6

488.2

531.6

52
5.3

523.7

514.4

517.3

521.5

517.4

518.5

522.6

528.4

526.3
525.8

527.5

510.6

521.6

527.7

51
9.3

521.6

52
5.5

525.6

525.6

525.5

524.5

522.4

527.4

529.3

528.3

519.6

522.5

513.5

516.5

508.6

500.7

501.7

505.4

492.9

492.8

492.9

492.1

493.3

491.2

491.8

491.6492.1

495.4

494.4

501.1

503.2 504.4500.5

507.7

503.4

508.5

513.7

505.5

503.5

505.8

512.5

517.5

524.5

517.4

517.5

511.7

507.4

511.6

500.3

508.5 517.6

518.4

496.4

499.4

496.4

491.4

497.2

499.5

498.4

491.5

489.3
493.6

491.1

491.6

489.3

491.3

492.6

492.2

488.8

494.3

489.7

488.6

488.2

488.3

495.4

507.4

494.1

497.5

498.4

496.6

499.7

491.3

507.5

498.3

528.2

508.4

504.5

505.6

501.6

502.7

505.7

521.0

510.6

506.6

509.5

498.4

498.9

498.6

498.7

512.8

500

505

510

515

520

525

500

505

510

515

520

525

530

535

540

505

500
495

510

515

520

525

図21　ＳＭ－Ｂ⑲トレンチ配置図

0 100ｍ
（1/2,000）

ＳＭ－Ｂ⑲
10T

9T

8T 7T

6T

5T 4T 3T
1T

2T

24T
25T

23T
22T

19T 20T
21T

18T

17T

16T
15T

14T

13T
12T

11T

27T
44T

28T

43T

29T

26T

30T

33T
31T

32T

34T

36T

37T

35T

38T

39T

40T

41T

42T

慎 工

未試掘②

未試掘①

保 存
平成25年度
発掘調査

ＳＭ－Ｂ⑲
10T

9T

8T 7T

6T

5T 4T 3T
1T

2T

24T
25T

23T
22T

19T 20T
21T

18T

17T

16T
15T

14T

13T
12T

11T

27T
44T

28T

43T

29T

26T

30T

33T
31T

32T

34T

36T

37T

35T

38T

39T

40T

41T

42T

慎 工

未試掘②

未試掘①

保 存
平成25年度
発掘調査



－ 21 －－ 21 －

図22　ＳＭ－Ｂ⑲検出遺構・土層柱状図

６　作業風景（南東から）

表11　ＤＴ－Ｂ14（川向遺跡）トレンチ一覧

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

14Ｔ 遺物包含層（縄文） 30㎝ × 縄文土器

第２節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

いる可能性が高いため，保存範囲とした。以上のことから，ＳＭ－Ｂ⑲の保存面積は，合計5,300㎡である。

本遺跡推定地は向山遺跡として登録する。これ以外は保存対象外とするが，工事などの実施にあたっては

慎重に行う必要がある。なお，確定した保存面積5,300㎡のうち，調査区東部の2,400㎡を対象として平成25

年度に本発掘調査を実施した。調査区南東部の未試掘②（1,600㎡）は，試掘調査の必要がある。

（２）伊達市の遺跡

１．ＤＴ－Ｂ14［川
かわむかい

向遺跡］（第２次調査）

所 在 地　伊達市霊山町石田字川向・庚申向

調 査 期 間　平成25年10月23日～11月15日

調査対象面積　6,750㎡	 トレンチ数　18本

保 存 面 積　1,900㎡

検 出 遺 構　遺物包含層

出 土 遺 物　縄文土器

［概 要］　ＤＴ－Ｂ14は，平成21年度の表

面調査でＤＴ－Ｂ14・15として確認され，平成

24年度にこの２つを統合した遺跡推定地である

（『福島県内遺跡分布調査報告17・20』）。平成24

年度の第１次試掘調査では，縄文時代前期の土器

が確認された500㎡を保存範囲とし，川向遺跡として登録した（『福島県内遺跡分布調査報告20』）。石田川左

岸の段丘面～丘陵裾部に立地し，東にはＤＴ－Ｂ16が隣接する。現況は山林である。

８号トレンチ
40㎝

50㎝

45㎝

ＬⅢ

65㎝

ＬⅢ

５号トレンチ

60㎝

40㎝

75㎝

65㎝

Ａ

Ａ’

ＬⅢ

Ａ Ａ’

ＬⅠｂ

ＬⅠa

10

2

7

6

9

8

534

1

未掘

ＬⅢ

ＬⅢ

ＬⅠｂ

ＬⅠa

10Ｔ

ＬⅠｃ

ＬⅠｂ

ＬⅠa

5Ｔ
0

1
（m）

ＬⅢ

ＬⅠa

8Ｔ

ＬⅠｂ
ＬⅠｃ
LⅡ

ＬⅢ

ＳKＳK

ＳK

ＳK

ＳK

　５号トレンチ土坑堆積土
ℓ１　黒褐色土　10ＹＲ3/2（木炭微量含む）
ℓ２　暗褐色土　10ＹＲ3/4
ℓ３　暗褐色土　10ＹＲ3/4（ＬⅢ粒含む）
ℓ４　暗褐色土　10ＹＲ3/3（ＬⅢ塊微量含む）
ℓ５　褐色土　10ＹＲ4/4
ℓ６　暗褐色土　10ＹＲ3/4（土器含む）
ℓ７　褐色土　10ＹＲ4/4
ℓ８　褐色土　10ＹＲ4/4
ℓ９　暗褐色土　10ＹＲ3/4（ＬⅢ土塊少量含む）
ℓ10　にぶい黄褐色土　10ＹＲ5/4

　基本土層
ＬⅠａ　暗褐色土　10ＹＲ3/4（表土）
ＬⅠｂ　黄褐色土　10ＹＲ5/6（盛土）
ＬⅠｃ　黒褐色土　10ＹＲ3/2（盛土）
ＬⅡ　　暗褐色土　10ＹＲ3/4（旧表土）
ＬⅢ　　黄褐色土　10ＹＲ5/6

ＬⅢ

10号トレンチ

65㎝

70㎝

85㎝

85㎝

0 1ｍ
（1/40）

0 2ｍ
（1/80）
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図23　ＤＴ－Ｂ14（川向遺跡）トレンチ配置図・土層柱状図

［遺構・遺物］　14Ｔでは，縄文時代後・晩期の土器が出土する遺物包含層を確認した。遺物包含層は，Ⅱ

層とした黒褐色土層で，30cm前後の厚さで堆積する。他のトレンチでは，遺構・遺物は確認できなかった。

［ま と め］　試掘調査の結果，縄文時代後・晩期の遺物包含層を確認した14Ｔ周辺の300㎡については保

存の必要がある。また，第１次試掘調査保存箇所と地形が連続する未試掘部1,600㎡も，遺構・遺物が埋没

している可能性が高いため，保存範囲とした。これ以外は保存対象外とするが，工事などの実施にあたって

は慎重に行う必要がある。なお，第１次試掘調査で未確定とした350㎡については，工事の掘削が及ばない

ことから，保存対象外とした。以上から，ＤＴ－Ｂ14（川向遺跡）の保存面積は，合計1,900㎡である。なお，

確定した保存面積は，すべて平成25年度に本発掘調査を実施した。

	２．渋
しぶ

谷
や

館
たて

跡
あと

所 在 地　伊達市月舘町御代田字渋谷

調査対象面積　5,200㎡	 トレンチ数　16本　　保 存 面 積　0㎡

調 査 期 間　平成25年８月26日～９月２日，10月１日～４日，12月16日～20日

検 出 遺 構　なし　　　出 土 遺 物　なし

［概 要］　渋谷館跡は，周知の遺跡で，広瀬川左岸の丘陵上に立地する。また，周囲の丘陵上には，樹

枝状に開析された沢を挟んで，西側に前柳館跡，南側に殿城館跡が位置する。現況は果樹園・山林である。

平成25年度の試掘調査は，工区内の5,200㎡を対象に，トレンチ16本を設定して行った。

［ま と め］　試掘調査の結果，１～４Ｔ周辺は，果樹園造成時に丘陵部を大規模に開削し，その土を沢部

に埋め立てて平坦地としていることを確認した。５～16Ｔでは，ほとんどのトレンチが現表土直下で基盤

一 般 国 道 115 号
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図23　ＤＴ－Ｂ14トレンチ配置図
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図24　渋谷館跡・前柳館跡トレンチ配置図

第２節　一般国道 115 号相馬福島道路建設予定地

層が露出し，明確な旧表土は確認されなかった。また，各トレンチから遺構・遺物は確認されなかった。よっ

て，今回の工区内調査範囲は，保存の必要はないが，工事などの実施にあたっては慎重に行う必要がある。

３．前
まえ

柳
やなぎ

館
たて

跡
あと

所 在 地　伊達市月舘町御代田字狢作	 調 査 期 間　平成25年９月２日～６日

調査対象面積　1,800㎡	 トレンチ数　６本	 検 出 遺 構　なし

保 存 面 積　0㎡	 	 出 土 遺 物　なし

［概 要］　前柳館跡は，周知の遺跡で，広瀬川左岸の丘陵上に立地する。また，周囲の丘陵上には，樹

枝状に開析された沢を挟んで，東側に渋谷館跡，南側に殿城館跡が位置する。前柳館跡の立地は，殿城館跡

を眼下に見下ろせる場所に立地するという特徴がある。平成25年度の試掘調査は，工区内の1,800㎡を対象

に，トレンチ６本を設定して行った。試掘調査箇所は，遺跡の北部で，現況は畑・荒地である。

［ま と め］　試掘調査の結果，調査区の全域が土地造成による開削と盛土がされており，旧地形がほとん

ど失われていることを確認した。３・４Ｔでは，現表土直下で基盤層のにぶい黄橙色岩盤層（Ⅱ層）が確認さ

れるが，これ以外のトレンチでは盛土が厚く堆積していた。また，各トレンチから遺構・遺物は確認されな

かった。このことから，今回の工区内調査範囲については，保存の必要はないが，工事などの実施にあたっ

ては慎重に行う必要がある。なお，本遺跡推定地の未試掘範囲は，調査区北端部の300㎡である。

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

図24　前柳館跡・渋谷館跡トレンチ配置図
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図25　会津若松市の遺跡

７　41号トレンチ溝跡検出状況（東から）

第３節　地域高規格道路（会津縦貫北道路）建設予定地

　会津縦貫北道路は，会津北部地域の高速交通体制を形成し，地域の産業・経済・観光資源などを有機的に

結び付けることで，会津地域の活性化を図ることを目的とした事業である。平成８年度に都市計画道路に位

置付けられ，平成９年度から建設省（現国土交通省）の直轄事業として進められている。喜多方市関柴町か

ら河沼郡湯川村を経て，会津若松市高野に至る総延長 13.1kmの地域高規格道路である。

　平成 25 年度の試掘調査は，会津若松市の３箇所を対象に実施した。

表12　会津若松市所在遺跡試掘調査成果一覧

№ 遺 跡 名 遺跡工区内
面 積

平成 25 年度調査
未試掘面積

平成 25 年度検出遺構・出土遺物

調査対象面積 保 存 面 積 検 出 遺 構 出 土 遺 物

1 ＡＷ－Ｂ２
（鶴沼Ｂ・Ｃ） 13,700㎡ 3,600㎡ 3,300㎡ 300㎡ 溝跡，小穴 土師器，須恵器，磁器

2 ＡＷ－Ｂ４ 9,600㎡ 7,500㎡ 0㎡ 0㎡

3 ＡＷ－Ｂ５
（西坂才） 11,600㎡ 2,700㎡ 3,100㎡ 3,100㎡ 須恵器，陶器

会津若松市　計 34,900㎡ 13,800㎡ 6,400㎡ 3,400㎡

１．ＡＷ－Ｂ２［鶴
つるぬま

沼Ｂ・Ｃ遺跡］（第２次調査）

所 在 地　会津若松市高野町中沼字鶴沼

　　　　　　　　　　　　高野町木流字橋本

調 査 期 間　平成25年４月16日～４月24日

調査対象面積　3,600㎡	 トレンチ数　24本

保 存 面 積　3,300㎡

検 出 遺 構　溝跡，小穴

出 土 遺 物　土師器，須恵器，磁器

［概 要］　ＡＷ－Ｂ２は，周知の遺跡が多く所在する溷川左岸の微高地に位置し，遺構等が遺存してい

湯川村

会津若松市

西木流Ｂ遺跡

西木流Ａ遺跡
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図25　会津若松市の遺跡
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図26　ＡＷ－Ｂ２（鶴沼Ｂ・Ｃ遺跡）トレンチ配置図

第３節　地域高規格道路（会津縦貫北道路）建設予定地

る可能性が高いと判断されたことから，平成19年度の表面調査において新たに追加された遺跡推定地であ

る（『福島県内遺跡分布調査報告14』）。工区内面積は13,700㎡である。南西に鶴沼Ａ遺跡，北西に鶴沼Ｂ遺跡，

東にＡＷ－Ｂ４が隣接する。現況は水田で，調査区西部には第２沼川が北流している。

　平成 24 年度の第１次試掘調査では，古代の遺構・遺物が確認された 9,800㎡を保存範囲とし，第２沼川を

境に西側を鶴沼Ｂ遺跡に含め，東側を鶴沼Ｃ遺跡として登録した（『福島県内遺跡分布調査報告 20』）。平成

25 年度の第２次試掘調査は，調査区東端部 3,600㎡を対象に，トレンチ 24 本を設定して行った。

［遺構・遺物］　遺構は，35～39・41～43・45・46Ｔから溝跡が，47Ｔから小穴が確認された。各遺構の検

出面は，基盤層とした黄褐色粘質土層（Ⅱ層）上面で，現地表面から遺構検出面までの深さは，20～30cmで
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図26　ＡＷ－Ｂ２トレンチ配置図
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42T43T

平成25年度
発掘調査

平成25年度
発掘調査

未 試 掘

保 存

26T
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（鶴沼Ｃ遺跡）
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（鶴沼Ｂ遺跡）

（鶴沼Ｂ遺跡）

表13　ＡＷ－Ｂ２（鶴沼Ｂ・Ｃ遺跡）トレンチ一覧

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

25 Ｔ 土師器
26 Ｔ 磁器
28 Ｔ 土師器，須恵器
30 Ｔ 土師器
31 Ｔ 須恵器
34 Ｔ 土師器，須恵器
35 Ｔ 溝跡 30㎝ ×
36 Ｔ 溝跡 30㎝ × 須恵器
37 Ｔ 溝跡 30㎝ ×

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

38 Ｔ 溝跡 30㎝ ×
39 Ｔ 溝跡 25㎝ ×
41 Ｔ 溝跡 30㎝ ×
42 Ｔ 溝跡 20㎝ ×
43 Ｔ 溝跡 20㎝ × 土師器，須恵器
45 Ｔ 溝跡 20㎝ × 土師器
46 Ｔ 溝跡 20㎝ ×
47 Ｔ 小穴 20㎝ ×
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図27　ＡＷ－Ｂ２（鶴沼Ｂ・Ｃ遺跡）検出遺構・土層柱状図

図28　ＡＷ－Ｂ４トレンチ配置図

［概 要］　ＡＷ－Ｂ４は，平成24年

度の表面調査において，須恵器・土師器の

破片が採取されたことから新たに追加され

た遺跡推定地である（『福島県内遺跡分布調

査報告20』）。工区内面積は9,600㎡である。

溷川左岸に立地し，東端には溷川の支流が

流れている。西にＡＷ－Ｂ２が，東にＡＷ－

Ｂ５が隣接する。現況は水田・荒地である。

平成25年の試掘調査では，工区内の

7,500㎡を対象に，トレンチ31本を設定し

て行った。

［ま と め］　試掘調査の結果，平成24

年度の第１次試掘調査と同様，表土・水田

造成の盛土下には湿地性のグライ化した黒

色粘質土が堆積し，いずれのトレンチから

も遺構・遺物は確認されなかった。

　このことから，今回の工区内調査範囲に

ついては，遺跡として扱わない。

ある。このうち，36・43・45Ｔでは溝跡から古代の土師器・須恵器が出土している。

なお，31Ｔ以南のトレンチでは，旧地形は周囲より低く沢状になっており，遺構は確認されなかった。

遺物は，25・26・31Ｔから各１・２点出土したが，いずれも水田造成土中からの出土である。

［ま と め］　試掘調査の結果，今回の調査範囲のうち，遺構・遺物を確認した北部～中央部の3,000㎡に

ついては保存の必要がある。保存範囲は，鶴沼Ｃ遺跡に含まれる。これ以外は保存の必要はないが，工事な

どの実施にあたっては慎重に行う必要がある。また，鶴沼Ｂ遺跡に含まれる調査区西端部の未試掘部（300㎡）

は，周辺の試掘調査結果から遺構・遺物が埋没している可能性が高いため，保存範囲とした。

２．ＡＷ－Ｂ４（第２次調査）

所 在 地　会津若松市高野町中沼字沼木	 調 査 期 間　平成25年４月11日～16日

調査対象面積　7,500㎡	 トレンチ数　31本	 検 出 遺 構　なし

保 存 面 積　0㎡	 	 出 土 遺 物　なし
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図28　ＡＷ－Ｂ４トレンチ配置図
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図29　ＡＷ－Ｂ５（西坂才遺跡）トレンチ配置図

第３節　地域高規格道路（会津縦貫北道路）建設予定地

３．ＡＷ－Ｂ５［西
にしさかさい

坂才遺跡］　
　　　　　　　　（第２次調査）

所 在 地　会津若松市高野町中沼字

　　　　　　　　　　　　　　　西坂才

調 査 期 間　平成25年５月14日～17日

調査対象面積　2,700㎡	

トレンチ数　７本

保 存 面 積　3,100㎡

検 出 遺 構　なし

出 土 遺 物　須恵器，陶器

［概 要］　ＡＷ－Ｂ５は平成24年

度の表面調査で，須恵器・土師器の破片

を採取したことから，新たに追加された

遺跡推定地である（『福島県内遺跡分布調

査報告20』）。溷川とその支流に囲まれ

た微高地に立地し，西にＡＷ－Ｂ４が隣

接する。現況は水田・宅地・畑地である。

　平成 24 年度の第１次試掘調査では，

古代の遺構・遺物が確認された 5,800

㎡を保存範囲とし，西坂才遺跡として

登録した（『福島県内遺跡分布調査報

告 20』）。平成 25 年度は，調査区南部の

2,700㎡を対象に試掘調査を実施した。

［ま と め］　試掘調査の結果，各トレ

ンチから遺構は確認できず，27・28Ｔ

から出土した須恵器・陶器片計４点は，

すべて表土中からの出土である。よっ

て，今回の調査範囲は，保存の必要はな

いが，工事などの実施にあたっては慎重

に行う必要がある。なお，調査区北部の

未試掘①（2,000㎡）・②（1,100㎡）は周辺

トレンチの状況から遺構・遺物が埋没し

ている可能性が高いため，保存範囲とし

た。以上から，第１・２次試掘調査の保

存面積は合計8,900㎡である。このうち，

未試掘②を除く7,800㎡について，平成

25年度に本発掘調査を実施した。
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図29　ＡＷ－Ｂ５トレンチ配置図
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　　　第４節　復興交付金事業（市街地復興効果促進）新地町福田地区　　
　　　　　　　土取場候補地

図30　新地町の遺跡

８　調査区中央部全景（南西から）

表14　新地町所在遺跡試掘調査成果一覧

№ 遺 跡 名 遺跡推定地
面 積

平成 25 年度調査
未試掘面積

平成 25 年度検出遺構・出土遺物

調査対象面積 保 存 面 積 検 出 遺 構 出 土 遺 物

1 ＳＴ－ＦＤ．Ｂ１ 100,000㎡ 10,000㎡ 7,200㎡ 0㎡ 製鉄炉跡，木炭窯跡，土坑 羽口，鉄滓

2 ＳＴ－ＦＤ．Ｂ２ 19,000㎡ 8,000㎡ 5,700㎡ 0㎡ 竪穴住居跡，土坑，竪穴状
遺構，小穴

新地町　計 119,000㎡ 18,000㎡ 12,900㎡ 0㎡

　当事業は，復興地域全域で盛土材の不足が課題となったことから，福島県が事業主体となり，新規に土取

場を開発する目的で進められている。当事業の新地町福田地区に関連する埋蔵文化財調査は，福島県教育委

員会が平成 25 年 10 月に表面調査を行い，４箇所の遺跡推定地（ＳＴ－ＦＤ．Ｂ１～Ｂ４）を確認した。福

島県教育委員会は，翌 11 月から同地区の試掘調査を開始したが，並行して試掘調査の一部を財団法人福島

県文化振興財団に委託した。委託した調査面積は，ＳＴ－ＦＤ．Ｂ１（10,000㎡）とＳＴ－ＦＤ．Ｂ２（8,000

㎡）の計 18,000㎡である。以下の報告は，同財団に委託して行った試掘調査の結果である。

１．ＳＴ－ＦＤ．Ｂ１［北
きたはら

原製
せい

鉄
てつ

遺跡］

所 在 地　新地町福田字北原

調 査 期 間　平成25年11月25日～12月12日

調査対象面積　10,000㎡	 トレンチ数　23本

保 存 面 積　7,200㎡

検 出 遺 構　製鉄炉跡，木炭窯跡，土坑

出 土 遺 物　羽口，鉄滓

［概 要］　ＳＴ－ＦＤ．Ｂ１は，平成25年

10月に福島県教育委員会が実施した表面調査によって鉄滓が採取され，製鉄関連遺跡の存在が推測された

箇所である。ＳＴ－ＦＤ．Ｂ１は，周知の遺跡である北原製鉄遺跡の西側に隣接する丘陵部に立地している。

調査区の地形は，丘陵尾根～丘陵南向き斜面である。南西側には，ＳＴ－ＦＤ．Ｂ２が隣接する。
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図31　ＳＴ－ＦＤ．Ｂ１・ＳＴ－ＦＤ．Ｂ２トレンチ配置図

第４節　新地町福田地区土取場候補地
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図31　ＳＴ－ＦＤ．Ｂ１・ＳＴ－ＦＤ．Ｂ２トレンチ配置図
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９　120号トレンチ全景（南西から）

図32　ＳＴ－ＦＤ．Ｂ１検出遺構・土層柱状図

平成25年度の試掘調査は，10,000㎡を対象に

23本のトレンチ（101～123Ｔ）を設定した。

なお，トレンチ番号のうち，１～100Ｔまでの

番号は，福島県教育委員会が実施した調査におい

て使用した。

［遺構・遺物］　遺構・遺物が確認されたのは，

102・107・109・117・120Ｔである。109Ｔでは，

製鉄炉跡の作業場を確認した。作業場に堆積した

土は炭化物を多く含み，鉄滓が出土した。109Ｔ

北側の斜面上位には，等高線に沿うように現地表

面から認められる楕円形状のくぼみがあり，踏み

フイゴ部と推測される。なお，踏みフイゴ部～作

業場にかけての地形は，急傾斜で比高差がある

ことから，製鉄炉跡は古代の竪形炉の可能性があ

る。102・117Ｔでは，木炭窯跡の作業場を確認

表15　ＳＴ－ＦＤ．Ｂ１トレンチ一覧

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

102Ｔ 木炭窯跡 15㎝ ×
107Ｔ 土坑 10㎝ ×
109Ｔ 製鉄炉跡 10㎝ × 鉄滓
117Ｔ 木炭窯跡 20㎝ × 羽口，鉄滓
120Ｔ 土坑 10㎝ ×

した。このうち，117Ｔ北側の斜面上位は，等高線に直交して細長く現地表面がくぼんでおり，焼成室と推

測される。また，117Ｔでは，羽口・鉄滓が出土したことから，トレンチ周囲に製鉄炉跡が埋没していると

考えられる。なお，117Ｔの西側には現地表面がくぼんでいる箇所が複数確認され，竪穴住居跡や製鉄炉跡

などの製鉄関連遺構が存在する可能性がある。同様のくぼみは，109Ｔの南西部にも認められる。

107・120Ｔでは，褐色土層（Ⅲ層）上面から土坑を検出した。現地表面から遺構検出面までの深さは，約

10cmである。なお，調査区東端部の110～116Ｔ，及び調査区南西部の118・119・121～123Ｔからは，遺構・

遺物は確認されなかった。

［ま と め］　試掘調査の結果，調査区内において製鉄関連遺構が確認され，製鉄遺跡であることが確認さ

れた。保存が必要な範囲は，遺構・遺物が確認された調査区中央部を中心とした南向き斜面の7,200㎡である。

これ以外は保存対象外とするが，工事などの実施にあたっては慎重に行う必要がある。本遺跡推定地は，東

側に隣接する北原製鉄遺跡に含めて登録する。
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ＬⅢ

107号トレンチ 120号トレンチ

ＬⅢ

ＳKℓ1

ＳKℓ1ＳCℓ1

ＳWℓ1

ＳCℓ1

40㎝

30㎝

20㎝

15㎝

ＳK

25㎝

20㎝

30㎝

30㎝

ＳK

　基本土層
ＬⅠ　暗褐色土　10ＹＲ3/4（表土）
ＬⅡ　にぶい黄褐色土　10ＹＲ4/3
ＬⅢ　褐色土　10ＹＲ4/6

　102号トレンチ木炭窯跡堆積土
ℓ１　暗褐色土　10ＹＲ3/3（木炭含む）

　109号トレンチ製鉄炉跡堆積土
ℓ１　黒褐色土　10ＹＲ3/2（鉄滓・木炭含む）

　117号トレンチ木炭窯跡堆積土
ℓ１　黒褐色土　10ＹＲ3/2（木炭多量含む）

　107号トレンチ土坑堆積土
ℓ１　黒褐色土　10ＹＲ2/3

　120号トレンチ土坑堆積土
ℓ１　暗褐色土　10ＹＲ3/3
　　　（木炭含む）

0 2ｍ
（1/80）
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10　３号トレンチ土坑検出状況（北西から）

図33　ＳＴ－ＦＤ．Ｂ２検出遺構・土層柱状図

表16　ＳＴ－ＦＤ．Ｂ２トレンチ一覧

トレンチ
番号

検 出 遺 構
出 土 遺 物種 類

（時 代）
確認面ま
での深さ

遺構内
掘込み

３Ｔ 土坑 15㎝ ×

７Ｔ 小穴 20㎝ ×

14Ｔ 竪穴状遺構 25㎝ ○

18Ｔ 竪穴住居跡 20㎝ ×

第４節　新地町福田地区土取場候補地

２．ＳＴ－ＦＤ．Ｂ２［小
こ

鯨
くじら

遺跡］

所 在 地　新地町福田字小鯨・鉄炮町

調 査 期 間　平成25年12月３日～12月13日

調査対象面積　8,000㎡	 トレンチ数　28本

保 存 面 積　5,700㎡

検 出 遺 構　竪穴住居跡，土坑，竪穴状遺構，小穴

出 土 遺 物　なし

［概 要］　ＳＴ－ＦＤ．Ｂ２は，平成25

年10月に福島県教育委員会が実施した表面調査

で，新たに遺跡推定地とした箇所である。調査区

の地形は，北西方向に延びる丘陵尾根である。北

東側には，ＳＴ－ＦＤ．Ｂ１が隣接する。

平成25年度の試掘調査は，8,000㎡を対象に28

本のトレンチ（１～28Ｔ）を設定した。

［遺構・遺物］　遺構は，３Ｔから土坑１基，７Ｔから小穴１基，14Ｔから竪穴状遺構１基，18Ｔから竪穴

住居跡１軒を確認した。各遺構の検出面は，基盤層とした黄褐色土層（Ⅲ層）上面で，現地表面から遺構検出

面までの深さは，10～25cmである。

３Ｔの土坑は，長軸約210cm，短軸約110cm で，平面形は楕円形である。規模や形状から，縄文時代の

落し穴の可能性も考えられる。18Ｔで確認した竪穴住居跡は，現地表面でくぼんでいる状況で確認された。

平面形は方形だが，北東部は斜面側にやや傾斜するため流失している。出土遺物がないため，詳細な時期は

不明だが，周辺の遺跡の状況から，古代の可能性がある。なお，18Ｔの周囲には，現地表面が18Ｔと同様

にくぼんでいる箇所が複数確認され，竪穴住居跡などの遺構が埋没している可能性がある。

調査区北端部の緩斜面に設定した26～28Ｔ，及び調査区南西部の沢部に設定した19～25Ｔからは，遺構・

遺物は確認されなかった。

［ま と め］　試掘調査の結果，遺構が確認された丘陵尾根を中心とした5,700㎡は保存の必要がある。こ

れ以外は保存対象外とするが，工事などの実施にあたっては慎重に行う必要がある。本遺跡推定地は，小鯨

遺跡として登録する。

ＬⅠ

３Ｔ
0

0.5
（m）

14Ｔ

ＬⅢ
ＬⅡ

ＬⅢ

ＬⅠ

ＬⅢ ＬⅢ

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

ＬⅢ

1
2

ＬⅠ
ＬⅡ

18号トレンチ３号トレンチ

未掘ＳK

20㎝

30㎝

ＳＸ

30㎝

25㎝

ＳK

10㎝

15㎝

50㎝

50㎝

ＳＩ

　基本土層
ＬⅠ　暗褐色土　10ＹＲ3/4（表土）
ＬⅡ　にぶい黄褐色土　10ＹＲ5/3
ＬⅢ　黄褐色土　10ＹＲ5/6

　18号トレンチ竪穴住居跡堆積土
ℓ１　にぶい黄褐色土　10ＹＲ4/3（木炭・小礫含む）
ℓ２　にぶい黄褐色土　10ＹＲ4/3

0 2ｍ
（1/80）
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№ 遺跡名 遺跡番号 所　在　地 現　況 時　代 採取遺物 工区内面積 備　　考

1 山岸 213300643 伊達市霊山町下小国字山岸 畑地・宅地 縄文～平安 縄文土器・土
師器・須恵器 2,000㎡ 周知の遺跡（平成 18

年度表面調査）
2 上ノ台館跡 213300654 　　　霊山町下小国字上ノ台 山林 23,300㎡ 新発見の遺跡

3 中室内 213300329 　　　保原町上保原字中室内 畑地・宅地 弥生・古墳・奈良 弥生土器・土師器 13,700㎡ 周知の遺跡⇒ 96,400㎡
（中室内館跡含む）

4 宮本 213300030 　　　伏黒字宮本 畑地・宅地 奈良・平安 縄文土器 18,000㎡ 周知の遺跡⇒ 82,400㎡
5 荒屋敷 213300032 　　　伏黒字荒屋敷・六角 畑地・宅地 古墳～中世 土師器・石器 9,300㎡ 周知の遺跡⇒ 60,800㎡
6 ＤＴ－Ｂ２ 　　　霊山町下小国字荒屋敷 畑地 1,400㎡ 平成 18 年度表面調査
7 ＤＴ－Ｂ３ 　　　霊山町下小国字福田 畑地 3,000㎡ 平成 18 年度表面調査
8 ＤＴ－Ｂ５ 　　　霊山町下小国字清水 畑地 近世 1,000㎡ 平成 18 年度表面調査
9 ＤＴ－Ｂ 19 　　　霊山町下小国字山田入 山林 3,700㎡ 新発見の遺跡推定地
10 ＤＴ－Ｂ 20 　　　霊山町下小国字山田入 畑地 6,700㎡ 新発見の遺跡推定地
11 ＤＴ－Ｂ 21 　　　霊山町下小国字御渡 畑地・宅地・水田 18,800㎡ 新発見の遺跡推定地
12 ＤＴ－Ｂ 22 　　　霊山町下小国字荒屋敷 畑地・宅地・水田 18,200㎡ 新発見の遺跡推定地
13 ＤＴ－Ｂ 23 　　　霊山町下小国字力持 畑地・宅地 100㎡ 新発見の遺跡推定地
14 ＤＴ－Ｂ 24 　　　保原町所沢字安住内 畑地・山林 4,200㎡ 新発見の遺跡推定地
15 ＤＴ－Ｂ 25 　　　保原町富沢字松ヶ作 山林 縄文 縄文土器 8,000㎡ 新発見の遺跡推定地
16 ＤＴ－Ｂ 26 　　　保原町富沢字栃窪入 山林 18,500㎡ 新発見の遺跡推定地
17 ＤＴ－Ｂ 27 　　　保原町大柳字大上山 畑地 2,700㎡ 新発見の遺跡推定地
18 ＤＴ－Ｂ 28 　　　保原町上保原字将帰坂 畑地 10,800㎡ 新発見の遺跡推定地
19 ＤＴ－Ｂ 29 　　　保原町上保原字田向 畑地・宅地 縄文 縄文土器 19,000㎡ 新発見の遺跡推定地
20 ＤＴ－Ｂ 30 　　　伏黒字沖ノ原 畑地・宅地 平安 土師器・石器 27,600㎡ 新発見の遺跡推定地
21 ＤＴ－Ｂ 31 　　　伏黒字宮本前 畑地・宅地 8,100㎡ 新発見の遺跡推定地
22 ＤＴ－Ｂ 32 　　　伏黒字舘ノ内 畑地・宅地 縄文 縄文土器 7,900㎡ 新発見の遺跡推定地
23 ＤＴ－Ｂ 33 　　　伏黒字川岸 畑地・宅地 8,800㎡ 新発見の遺跡推定地
24 桑折台 30160028 桑折町字台 畑地・宅地 平安・近世 石器 200㎡ 周知の遺跡
25 ＱＲ－Ｂ１ 　　　松原字稲山 畑地・宅地 200㎡ 新発見の遺跡推定地
26 ＱＲ－Ｂ２ 　　　松原字姫松 畑地・宅地・水田 縄文 縄文土器・石器 15,400㎡ 新発見の遺跡推定地
27 ＱＲ－Ｂ３ 　　　松原字日照田 畑地・水田 平安 土師器 18,700㎡ 新発見の遺跡推定地

28 ＱＲ－Ｂ４ 　　　松原字舘ノ前 畑地・宅地・水田 縄文・平安 縄文土器・土
師器 18,800㎡ 新発見の遺跡推定地

工区内　計 288,100㎡

表17　相馬福島道路（霊山道路・霊山ＩＣ～福島北ＪＣＴ間）関連遺跡一覧

　　※周知の遺跡（№３～５）は，遺跡範囲の拡張を行った。備考欄の面積は，拡張後の遺跡範囲の面積。

第３章　表 面 調 査

第１節　一般国道115号相馬福島道路建設予定地

一般国道 115 号相馬福島道路は，福島県相馬市を起点とし，伊達市を経由して伊達郡桑折町で東北自動

車道へとアクセスする。将来的な計画では山形県米沢市・山形市を経由して秋田県横手市に至る東北中央自

動車道の一部を成す高規格道路としての位置づけがなされている。

　今回表面調査を実施したのは，一般国道 115 号相馬福島道路のうち，霊山道路の霊山ＩＣ付近及び霊山

ＩＣと福島北ＪＣＴに挟まれた区間の，伊達市霊山町下小国地区から伊達郡桑折町松原地区にかけての約

12km，610ha である。平成 25 年３月に実施した結果，表 17 に示した周知の遺跡５箇所と新たに発見した

１箇所の遺跡，及び 22 箇所の遺跡推定地を確認した。なお，霊山ＩＣ付近の表面調査は，平成 18 年度に実

施している（『福島県内遺跡分布調査報告 14』）が，工区の変更が生じたため，再度実施した。

　周知の遺跡５箇所のうち，中室内遺跡・宮本遺跡・荒屋敷遺跡の３箇所については，遺跡範囲の周囲から

も遺物が採取されたため，遺跡範囲の拡張が必要であることを確認した。遺跡推定地のうち，ＤＴ－Ｂ 29

～ 33 は，これらの周知の遺跡に隣接し，特にＤＴ－Ｂ 29・30・32 では遺物が採取されている。

　新発見の遺跡は，伊達市霊山町下小国地区の上ノ台館跡で，丘陵尾根部を切断する堀切と平場を確認した。
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図34　相馬福島道路（霊山道路・霊山ＩＣ～福島北ＪＣＴ間）予定路線と遺跡・遺跡推定地（１）

第１節　一般国道115号相馬福島道路建設予定地

図34　相馬福島道路（霊山～福島）予定路線と遺跡推定地（１）
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図35　相馬福島道路（霊山道路・霊山ＩＣ～福島北ＪＣＴ間）予定路線と遺跡・遺跡推定地（２）

第３章　表 面 調 査

①

①

図35　相馬福島道路（霊山～福島）予定路線と遺跡推定地（２）
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№ 遺跡名 遺跡番号 所　在　地 現　況 時　代 採取遺物 工区内面積 備　　考

1 泉大平 204400551 いわき市泉町字大平・一町田　　　　添野町長沢 畑地 縄文～平安 2,700㎡ 周知の遺跡

2 江畑町堀ノ内館跡 204401284 　　　　江畑町堀ノ内　　　　添野町猿田 山林 中世 8,900㎡ 周知の遺跡

3 江畑館跡 204401285 　　　　江畑町堀ノ内 山林 中世 10,000㎡ 周知の遺跡
4 ＩＷＫ－Ｂ１ 　　　　添野町頭巾平 畑地・宅地・山林 5,300㎡ 新発見の遺跡推定地
5 ＩＷＫ－Ｂ２ 　　　　添野町欠下 山林 600㎡ 新発見の遺跡推定地
6 ＩＷＫ－Ｂ３ 　　　　添野町古防 畑地・山林 1,000㎡ 新発見の遺跡推定地
7 ＩＷＫ－Ｂ４ 　　　　添野町古防 荒地・山林 1,500㎡ 新発見の遺跡推定地
8 ＩＷＫ－Ｂ５ 　　　　添野町古防 山林 2,000㎡ 新発見の遺跡推定地
9 ＩＷＫ－Ｂ６ 　　　　添野町大町 山林 1,100㎡ 新発見の遺跡推定地
10 ＩＷＫ－Ｂ７ 　　　　添野町大町 山林 －　㎡ 新発見の遺跡推定地

11 ＩＷＫ－Ｂ８ 　　　　添野町大町
　　　　石塚町餅田 畑地・宅地・荒地 －　㎡ 新発見の遺跡推定地

12 ＩＷＫ－Ｂ９ 　　　　高倉町田ノ作 山林・畑地 －　㎡ 新発見の遺跡推定地
13 ＩＷＫ－Ｂ 10 　　　　高倉町田ノ作・札場 山林 1,400㎡ 新発見の遺跡推定地
14 ＩＷＫ－Ｂ 11 　　　　山田町窪根・壱丁田 山林 400㎡ 新発見の遺跡推定地
15 ＩＷＫ－Ｂ 12 　　　　山田町片岸 畑地・宅地・荒地 －　㎡ 新発見の遺跡推定地
16 ＩＷＫ－Ｂ 13 　　　　山田町砂方 畑地・宅地・荒地 7,900㎡ 新発見の遺跡推定地

工区内　計 42,800㎡

表18　主要地方道いわき上三坂小野線（仮称）小名浜道路関連遺跡一覧

11　ＩＷＫ－Ｂ１全景（南東から） 12　ＩＷＫ－Ｂ13全景（南から）

第２節　主要地方道いわき上三坂小野線（仮称）小名浜道路建設予定地

主要地方道いわき上三坂小野線（仮称）小名浜道路は，小名浜港と常磐自動車道を直結させることで，広域

物流拠点の機能強化，周辺道路の渋滞改善，地域の観光・復興の支援を図ることを目的とした事業である。

現在，福島県いわき建設事務所が事業を進めている。

　今回表面調査を実施したのは，主要地方道いわき上三坂小野線（仮称）小名浜道路の全区間，いわき市泉

町から同市山田町にかけての約８km，11ha である。

　平成 26 年２月に実施した表面調査の結果，表 18 に示した周知の遺跡３箇所及び 13 箇所の遺跡推定地を

確認した。３箇所の周知の遺跡については，所在地・遺跡範囲を再確認した。

　今回の表面調査で新たに確認した遺跡推定地は，ＩＷＫ－Ｂ１～Ｂ 13 である。これらの遺跡推定地は，

河岸段丘面，丘陵頂部の平坦面，沖積地などに立地し，集落跡が埋没している可能性がある。

　なお，今回掲示した調査対象遺跡・遺跡推定地及び工区内面積については，今後の工事計画の変更などに

より，変動する可能性がある。
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図36　主要地方道いわき上三坂小野線（仮称）小名浜道路予定路線と遺跡・遺跡推定地

第３章　表 面 調 査

図36　小名浜道路予定路線と遺跡推定地
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№ 遺 跡 名 試掘調査 試掘対象
面 積

年度別試掘対象面積 未試掘面積 保存面積 備 考終 継 未 年度 面 積 報 告 書

1 鴻ノ巣 ○ 4,050㎡
H19 4,000㎡ 『県内分 14』

0㎡
3,000㎡ H21（3,000㎡）発掘実施。

『常磐自動車道遺跡調査報告 66』H25 50㎡ （3頁） 0㎡

2 南狼沢Ａ ○ 6,700㎡
H24 5,100㎡ 『県内分 20』

1,600㎡
4,900㎡ 南狼沢Ａ遺跡の H24 保存面積

4,900㎡には，ＳＴ－Ｂ⑩の保存
面積 500㎡を含む。）
H24（3,200㎡）発掘実施。
H25（3,100㎡）発掘実施。
未試掘 2,500㎡含め終了。

H25 －　㎡ － 1,600㎡

3 ＳＴ－Ｂ⑪
（南狼沢Ａ） ○ 2,300㎡

H24 1,400㎡ 『県内分 20』
900㎡

1,400㎡
H25 －　㎡ － 900㎡

　合　　計 3 0 0 13,050㎡ 終了 10,550㎡ 2,500㎡ 11,800㎡ 保存 11,800㎡のうち，
2,500㎡未発掘。

H25 50㎡ 2,500㎡

表19　常磐自動車道関連試掘調査対象遺跡成果一覧（新地町）

［用	例］　『県内分＊』→『福島県内遺跡分布調査報告＊』,（	＊	頁）→本報告書掲載ページ，終→終了，継→調査継続中，未→未着手　以下，共通。

第４章　総 括

　平成 25 年度の福島県内遺跡分布調査は，試掘調査４事業（４市町），及び表面調査１事業（１市）を平成

25 年４月中旬から平成 26 年２月中旬までの期間で実施した。調査の結果，試掘調査では８箇所が要保存対

象として確定した。表面調査では３箇所の周知の遺跡の範囲を再確認し，13 箇所の遺跡推定地を新たに確

認した。なお，平成 25 年度の試掘調査で保存範囲が確定した一般国道 115 号相馬福島道路関連のＳＭ－Ｂ

⑤（東羽黒平遺跡）の一部，ＳＭ－Ｂ⑯（姥ヶ岩遺跡），ＳＭ－Ｂ⑲（向山遺跡）の一部，ＤＴ－Ｂ 14（川

向遺跡），会津縦貫北道路関連のＡＷ－Ｂ２（鶴沼Ｂ・Ｃ遺跡），ＡＷ－Ｂ５（西坂才遺跡）の一部について

は試掘調査終了後，本発掘調査を実施している。

　以下，各事業の平成 25 年度の試掘調査成果を本章表 19 ～ 24 にまとめたが，各表・本文中で掲示してい

る調査対象面積，保存面積，未試掘面積などは，今後の工事計画変更などにより，変動する可能性がある。

１．常磐自動車道建設予定地

　常磐自動車道関連の試掘調査は，浜通り地方南端のいわき市から開始され，平成 24 年度には相馬市まで

終了した。平成 25 年度の試掘調査は，新地町内の遺跡１箇所を対象に実施した。

［新 地 町］　新地町内において，試掘調査が必要な箇所は27箇所の遺跡及び遺跡推定地で，このうち平

成24年度までに24箇所について試掘調査が終了している。

平成25年度の試掘調査は，鴻ノ巣遺跡１箇所について実施した。鴻ノ巣遺跡は，平成19年度に4,000㎡を

対象に実施され，そのうち3,000㎡が保存対象となり，平成21年度に本発掘調査が実施されている。平成25

年度は，工事計画の変更により新たに工区となった50㎡を対象に試掘調査を実施した。調査の結果，新た

に追加された保存面積はない。

　なお，未試掘範囲が残っているのは，南狼沢Ａ遺跡，ＳＴ－Ｂ⑪（南狼沢Ａ遺跡）の２箇所である。しか

し，この２箇所の未試掘範囲は，平成 25 年度に本発掘調査を実施した箇所と地形が連続することから，遺構・

遺物が埋没している可能性が高いため，保存範囲とした。このため，平成 25 年度で新地町の遺跡及び遺跡

推定地 27 箇所すべての試掘調査を終了した。

以上から，常磐自動車道関連の試掘調査は，平成25年度ですべて終了した。
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第４章　総 括

２．一般国道115号相馬福島道路建設予定地

　一般国道 115 号相馬福島道路の表面調査は，平成 14 年度に阿武隈東道路，平成 18・21 年度に霊山道路，

平成 23 年度に相馬西道路，平成 24 年度に阿武隈東ＩＣ～阿武隈ＩＣ間及び霊山ＩＣ～福島北ＪＣＴ間をそ

れぞれ実施した。このうち，阿武隈東道路は平成21年度には本発掘調査まで終了した。他の区間に関しては，

平成 24 年度より阿武隈東ＩＣ～阿武隈ＩＣ間及び霊山道路の試掘調査を開始し，霊山道路の３箇所の遺跡

及び１箇所の遺跡推定地について終了している。

　平成 25 年度の試掘調査は，相馬市内の 15 箇所，伊達市内の３箇所の計 18 箇所の遺跡及び遺跡推定地を

対象に実施した。

［相 馬 市］　相馬西道路の試掘調査は，今年度より開始し，10箇所の遺跡推定地を対象に実施した。こ

のうち，保存面積が確定したのは，ＳＭ－Ｂ⑤の4,800㎡で，東羽黒平遺跡として登録することとなった。

ＳＭ－Ｂ③，ＳＭ－Ｂ④，ＳＭ－Ｂ⑩，ＳＭ－Ｂ⑪，ＳＭ－Ｂ⑬，ＳＭ－Ｂ⑭の６箇所は，平成25年度で

試掘調査が終了した。調査が継続する遺跡推定地は，ＳＭ－Ｂ①，ＳＭ－Ｂ②，ＳＭ－Ｂ⑤，ＳＭ－Ｂ⑨の

４箇所で，試掘調査が必要な未試掘範囲の面積は，合計18,250㎡である。

　相馬市分の阿武隈東ＩＣ～阿武隈ＩＣ間の試掘調査は，今年度より開始し，５箇所の遺跡推定地を対象に

試掘調査を実施した。このうち，保存面積が確定した遺跡推定地は，ＳＭ－Ｂ⑯（1,000㎡），ＳＭ－Ｂ⑲（5,300

㎡）の２箇所で，保存面積の合計は，6,300㎡となる。ＳＭ－Ｂ⑯は姥ヶ岩遺跡，ＳＭ－Ｂ⑲は向山遺跡と

して登録する。なお，ＳＭ－Ｂ⑮，ＳＭ－Ｂ⑯，ＳＭ－Ｂ⑰，ＳＭ－Ｂ⑳の４箇所は，平成 25 年度で試掘

調査が終了した。

　平成 26 年度以降，試掘調査対象となる調査継続・未着手の遺跡推定地は，ＳＭ－Ｂ⑱，ＳＭ－Ｂ⑲の２

箇所である。この２箇所の遺跡推定地について，試掘調査が必要な未試掘範囲の面積は 12,900㎡である。

［伊 達 市］　伊達市分の阿武隈東ＩＣ～阿武隈ＩＣ間の試掘調査は，平成24年度からＤＴ－Ｂ14（川向遺

跡）の１箇所について実施している。平成25年度も，引き続きＤＴ－Ｂ14（川向遺跡）の試掘調査を実施した。

その結果，1,900㎡を保存範囲とした。なお，ＤＴ－Ｂ14（川向遺跡）は，平成25年度で試掘調査が終了した。

一方，ＤＴ－Ｂ16，ＤＴ－Ｂ17，ＤＴ－Ｂ18の３箇所の遺跡推定地の試掘調査は未着手であり，未試掘面

積の合計は12,500㎡である。

霊山道路の試掘調査は，平成24年度から実施し，３箇所の遺跡及び１箇所の遺跡推定地で試掘調査が終

了している（『福島県内遺跡分布調査報告20』）。平成25年度の試掘調査は，渋谷館跡，前柳館跡の２箇所の

遺跡について実施した。その結果，遺構・遺物は確認されず，保存対象外となった。なお，渋谷館跡は，平

成25年度で試掘調査が終了したが，前柳館跡は調査区北部の300㎡が未試掘で調査が継続となる。この他，

山岸遺跡，ＤＴ－Ｂ２，ＤＴ－Ｂ３，ＤＴ－Ｂ５，ＤＴ－Ｂ19，ＤＴ－Ｂ20，ＤＴ－Ｂ21，ＤＴ－Ｂ22の

８箇所の遺跡及び遺跡推定地の試掘調査は未着手で，その面積は合計54,800㎡である。したがって，霊山道

路の未試掘面積は，合計55,100㎡である。

　一般国道 115 号相馬福島道路の平成 26 年度以降の試掘調査は，相馬西道路の４箇所の遺跡推定地，阿武

隈東ＩＣ～阿武隈ＩＣ間の５箇所の遺跡推定地，霊山道路の２箇所の遺跡及び７箇所の遺跡推定地，霊山Ｉ

Ｃ～福島北ＪＣＴ間の５箇所の遺跡及び 15 箇所の遺跡推定地，４区間の合計 38 箇所を対象に実施する。な

お，試掘対象箇所と面積は，今後の工事計画などにより変更される場合がある。
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№ 遺 跡 名 試掘調査 試掘対象
面 積

年度別試掘対象面積 未試掘面積 保存面積 備 考終 継 未 年度 面 積 報 告 書
1 ＳＭ－Ｂ① ○ 7,600㎡ H25 850㎡ （8頁） 6,750㎡ 0㎡
2 ＳＭ－Ｂ② ○ 5,900㎡ H25 1,100㎡ （9頁） 4,800㎡ 0㎡
3 ＳＭ－Ｂ③ ○ 600㎡ H25 600㎡ （9頁） 0㎡ 0㎡
4 ＳＭ－Ｂ④ ○ 1,400㎡ H25 1,400㎡ （10 頁） 0㎡ 0㎡

5 ＳＭ－Ｂ⑤
（東羽黒平） ○ 13,900㎡ H25 9,900㎡ （10 頁） 4,000㎡ 4,800㎡	

H25（3,500㎡）発掘実施。
未試掘面積 4,000㎡のうち，500㎡
は試掘不要（第 2章参照）。

6 ＳＭ－Ｂ⑨ ○ 4,200㎡ H25 1,000㎡ （12 頁） 3,200㎡ 0㎡
7 ＳＭ－Ｂ⑩ ○ 900㎡ H25 900㎡ （13 頁） 0㎡ 0㎡
8 ＳＭ－Ｂ⑪ ○ 500㎡ H25 500㎡ （13 頁） 0㎡ 0㎡
9 ＳＭ－Ｂ⑬ ○ 1,600㎡ H25 1,600㎡ （14 頁） 0㎡ 0㎡
10 ＳＭ－Ｂ⑭ ○ 7,500㎡ H25 7,500㎡ （14 頁） 0㎡ 0㎡

　合　　計 6 4 0 44,100㎡ 終了 25,350㎡ 18,750㎡ 4,800㎡ 保存 4,800㎡のうち，
1,300㎡未発掘。

H25 25,350㎡ 4,800㎡

表20　相馬福島道路（相馬西道路）関連試掘調査対象遺跡成果一覧（相馬市）

№ 遺 跡 名 試掘調査 試掘対象
面 積

年度別試掘対象面積 未試掘面積 保存面積 備 考終 継 未 年度 面 積 報 告 書
1 ＳＭ－Ｂ⑮ ○ 10,100㎡ H25 10,100㎡ （15 頁） 0㎡ 0㎡

2 ＳＭ－Ｂ⑯
（姥ヶ岩） ○ 11,100㎡ H25 11,100㎡ （17 頁） 0㎡ 1,000㎡ H25（1,000㎡）発掘実施。

3 ＳＭ－Ｂ⑰ ○ 6,500㎡ H25 6,500㎡ （18 頁） 0㎡ 0㎡
4 ＳＭ－Ｂ⑱ ○ 11,300㎡ － －　㎡ － 11,300㎡ －　㎡

5 ＳＭ－Ｂ⑲
（向山） ○ 25,000㎡ H25 20,500㎡ （19 頁） 4,500㎡ 5,300㎡	

H25（2,400㎡）発掘実施。
未試掘面積 4,500㎡のうち，2,900
㎡は試掘不要（第 2章参照）。

6 ＳＭ－Ｂ⑳ ○ 17,700㎡
H20 10,400㎡ 『県内分 15』

0㎡
20㎡

H25（20㎡）調査実施。
H25 7,300㎡ （15 頁） 0㎡

相馬市　計 4 1 1 81,700㎡ 終了 65,900㎡ 15,800㎡ 6,320㎡

7 ＤＴ－Ｂ 14
（川向） ○ 9,200㎡

H24 850㎡ 『県内分 20』
1,600㎡

500㎡ H25（2,400㎡）発掘実施。
未試掘 1,600㎡含め終了。H25 6,750㎡ （21 頁） 1,900㎡

8 ＤＴ－Ｂ 16 ○ 2,200㎡ － －　㎡ － 2,200㎡ －　㎡
9 ＤＴ－Ｂ 17 ○ 2,400㎡ － －　㎡ － 2,400㎡ －　㎡
10 ＤＴ－Ｂ 18 ○ 7,900㎡ － －　㎡ － 7,900㎡ －　㎡
伊達市　計 1 0 3 21,700㎡ 終了 7,600㎡ 14,100㎡ 2,400㎡

　合　　計 5 1 4 103,400㎡ 終了 73,500㎡ 29,900㎡ 8,720㎡ 保存 8,720㎡のうち，
2,900㎡未発掘。

H25 62,250㎡ 8,200㎡

表21　相馬福島道路（阿武隈東ＩＣ～阿武隈ＩＣ間）関連試掘調査対象遺跡成果一覧（相馬市・伊達市）

※　試掘対象面積･未試掘面積などは，工事計画などにより変更される場合がある。

№ 遺 跡 名 試掘調査 試掘対象
面 積

年度別試掘対象面積 未試掘面積 保存面積 備 考終 継 未 年度 面 積 報 告 書
1 渋谷館跡 ○ 5,200㎡ H25 5,200㎡ （22 頁） 0㎡ 0㎡
2 前柳館跡 ○ 2,100㎡ H25 1,800㎡ （23 頁） 300㎡ 0㎡
3 山岸 ○ 2,000㎡ － －　㎡ － 2,000㎡ －　㎡
4 ＤＴ－Ｂ２ ○ 1,400㎡ － －　㎡ － 1,400㎡ －　㎡
5 ＤＴ－Ｂ３ ○ 3,000㎡ － －　㎡ － 3,000㎡ －　㎡	
6 ＤＴ－Ｂ５ ○ 1,000㎡ － －　㎡ － 1,000㎡ －　㎡
7 ＤＴ－Ｂ 19 ○ 3,700㎡ － －　㎡ － 3,700㎡ －　㎡
8 ＤＴ－Ｂ 20 ○ 6,700㎡ － －　㎡ － 6,700㎡ －　㎡
9 ＤＴ－Ｂ 21 ○ 18,800㎡ － －　㎡ － 18,800㎡ －　㎡
10 ＤＴ－Ｂ 22 ○ 18,200㎡ － －　㎡ － 18,200㎡ －　㎡

　合　　計 1 1 8 62,100㎡ 終了 7,000㎡ 55,100㎡ 0㎡

H25 7,000㎡ 0㎡

表22　相馬福島道路（霊山道路）関連試掘調査対象遺跡成果一覧（伊達市）
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№ 遺 跡 名 試掘調査 試掘対象
面 積

年度別試掘対象面積 未試掘面積 保存面積 備 考終 継 未 年度 面 積 報 告 書

1 ＳＴ－ＦＤ . Ｂ 1
（北原製鉄） ○ 10,000㎡ H25 10,000㎡ （28 頁） 0㎡ 7,200㎡

2 ＳＴ－ＦＤ . Ｂ 2
（小鯨） ○ 8,000㎡ H25 8,000㎡ （31 頁） 0㎡ 5,700㎡

　合　　計 2 0 0 18,000㎡ 終了 18,000㎡ 0㎡ 12,900㎡ 保存 12,900㎡は，H25 未発掘。
H25 18,000㎡ 12,900㎡

表24　新地町福田地区土取場関連試掘調査対象遺跡成果一覧（新地町）

№ 遺 跡 名 試掘調査 試掘対象
面 積

年度別試掘対象面積 未試掘面積 保存面積 備 考終 継 未 年度 面 積 報 告 書

1 ＡＷ－Ｂ２
（鶴沼Ｂ・Ｃ） ○ 13,700㎡

H24 9,800㎡ 『県内分 20』
300㎡

9,800㎡ H25（13,100㎡）発掘実施。
未試掘 300㎡含め終了。H25 3,600㎡ （24 頁） 3,300㎡

2 ＡＷ－Ｂ４ ○ 9,600㎡
H24 2,100㎡ 『県内分 20』

0㎡
0㎡

H25 7,500㎡ （26 頁） 0㎡

3 ＡＷ－Ｂ５
（西坂才） ○ 11,600㎡

H24 5,800㎡ 『県内分 20』
3,100㎡

5,800㎡ H25（7,800㎡）発掘実施。
未試掘 3,100㎡含め終了。H25 2,700㎡ （27 頁） 3,100㎡

　合　　計 3 0 0 34,900㎡ 終了 31,500㎡ 3,400㎡ 22,000㎡ 保存 22,000㎡のうち，
1,100㎡未発掘。

H25 13,800㎡ 6,400㎡

表23　会津縦貫北道路関連試掘調査対象遺跡成果一覧（会津若松市）

第４章　総 括

３．地域高規格道路（会津縦貫北道路）建設予定地

　会津縦貫北道路の試掘調査は，平成 18 年度には喜多方市，平成 22 年度には湯川村まで終了した。会津若

松市での試掘調査は，８箇所の遺跡及び遺跡推定地を対象として，平成 23 年度から行っている。このうち，

平成 24 年度までに５箇所について試掘調査が終了している（『福島県内遺跡分布調査報告 20』）。

［会津若松市］　平成25年度の試掘調査は，ＡＷ－Ｂ２（鶴沼Ｂ・Ｃ遺跡），ＡＷ－Ｂ４，ＡＷ－Ｂ５（西坂才

遺跡）の３箇所について実施した。試掘対象面積は，計13,800㎡である。このうち，保存面積が確定したのは，

ＡＷ－Ｂ２（鶴沼Ｂ・Ｃ遺跡）が3,300㎡，ＡＷ－Ｂ５（西坂才遺跡）が3,100㎡で，保存面積の合計は6,400㎡と

なる。なお，ＡＷ－Ｂ２（鶴沼Ｂ・Ｃ遺跡）の保存範囲のうち，第２沼川を境に西側が鶴沼Ｂ遺跡，東側が鶴

沼Ｃ遺跡に含まれる。なお，ＡＷ－Ｂ２（鶴沼Ｂ・Ｃ遺跡），ＡＷ－Ｂ４，ＡＷ－Ｂ５（西坂才遺跡）の３箇所

は，平成25年度で試掘調査が終了した。このため，会津若松市の試掘調査はすべて終了した。

　以上から，会津縦貫北道路関連の試掘調査は，調査継続・未着手の遺跡及び遺跡推定地はなく，平成 25

年度ですべて終了した。

４．復興交付金事業（市街地復興効果促進）新地町福田地区土取場候補地

　新地町福田地区土取場候補地内では，平成 25 年度に福島県教育委員会が表面調査を実施し，４箇所の遺

跡推定地を確認した。試掘調査に関しても，福島県教育委員会が進めているが，一部について財団法人福島

県文化振興財団に委託した。以下の内容は，委託した試掘調査の結果である。

［新 地 町］　平成25年度の試掘調査は，ＳＴ－ＦＤ．Ｂ１（10,000㎡），ＳＴ－ＦＤ．Ｂ２（8,000㎡）の２

箇所の遺跡推定地について実施した。試掘対象面積は，計18,000㎡である。その結果，この２箇所の遺跡推

定地とも保存範囲が確定し，その面積は，ＳＴ－ＦＤ．Ｂ１（7,200㎡），ＳＴ－ＦＤ．Ｂ２（5,700㎡）で，保

存面積の合計は12,900㎡となる。ＳＴ－ＦＤ．Ｂ１は北原製鉄遺跡に含め，ＳＴ－ＦＤ．Ｂ２は小鯨遺跡と

して登録することとなった。
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